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0
史
料
翻
刻

②
『
鉄
炮
之
大
事
』
の
考
察

③
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
考
察

［論
文
要
旨
］

　
本
稿

は
、
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
た
長
野
市
の
守
田
神
社
所
蔵
の
新
史
料
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
セ
ッ

ト
で
伝
来
し
た
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
中
世
に
お
け
る
技

術
と
呪
術
の
相
関
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
『
鉄
炮
之
大
事
』
は
、
天
正
十
九
年
か
ら
、
文
禄
三
年
、
文
禄
五
年
、
慶
長
十
年
、
元

和
元
年
ま
で
の
合
計
十
五
点
の
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
最
古
と
さ
れ
る
永
禄
・
天
正
期
の
火
薬

調
合
次
第
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
か
ら
、
文
禄
・
慶
長
・
元
和
と
い
う
江
戸
初
期
へ
の
移
行
期
ま
で

の
変
遷
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、
稀
有
な
史
料
群
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
大

名
家
と
契
約
を
と
り
か
わ
し
た
炮
術
師
の
炮
術
秘
伝
書
よ
り
も
古
い
史
料
群
で
あ
り
、
民
間
の
地
方

寺
社
に
相
伝
さ
れ
た
修
験
者
の
鉄
炮
技
術
書
と
し
て
は
、
最
古
で
は
じ
め
て
の
文
書
群
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
は
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
セ
ッ
ト
で
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

内
容
は
南
蛮
流
炮
術
の
伝
書
で
は
な
く
、
戦
傷
者
な
ど
の
治
療
技
術
を
記
載
し
た
医
書
で
あ
る
。
鉄

炮
の
技
術

と
医
術
と
が
セ
ッ
ト
で
相
伝
・
普
及
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
傷
の
治
療
法
と
し
て
縫

合
術
や

外
科
手
術
法
が
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
だ
け
で
は
な
く
、
室
町
期

に
日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
金
瘡
医
学
の
要
素
が
強
く
、
両
者
の
混
在
を
指
摘
し
た
。

　
第
三
に
、
『
鉄
炮
之
大
事
』
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
に
は
、
火
薬
調
合
や
膏
薬
製
造
な
ど
技
術
的
薬

学
的
知
識
が
、
呪
法
や
作
法
に
よ
っ
て
神
秘
化
・
儀
礼
化
さ
れ
、
呪
術
的
性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い

た
。
実
践
的
戦
闘
法
と
し
て
活
用
さ
れ
た
戦
国
期
に
近
い
天
正
・
文
禄
年
間
ほ
ど
、
技
術
的
要
素
が

濃
厚
で
あ
り
、
慶
長
・
元
和
年
間
の
近
世
社
会
に
な
る
ほ
ど
、
呪
術
的
性
格
を
強
化
し
て
い
る
と
い

う
逆
転
現
象
を
指
摘
し
た
。
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は

じ
め
に

　
中
世
社
会
を
近
代
的
解
釈
に
よ
っ
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
中
世
人
の
視
点
か

ら
あ
り
の
ま
ま
に
認
識
し
て
そ
の
時
代
的
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

技
術
と
呪
術
の
未
分
離
と
い
う
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
前
近
代
社
会
に
お

け
る
商
業
・
経
済
活
動
が
呪
術
的
性
格
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
勝
俣
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

夫
・
桜
井
英
治
ら
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
中
世
に
お
い
て
技
術
と
呪
術
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

宗
教
と
技
術
と
が
未
分
離
で
あ
っ
た
こ
と
は
平
雅
行
が
指
摘
し
て
い
る
。
問
題
は
、

両
者
の
相
関
関
係
や
結
合
状
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
著
で
は
、
中

世
寺
院
が
国
家
統
合
機
能
を
も
ち
、
民
衆
統
合
を
推
進
す
る
中
で
、
音
楽
・
芸
能
・

医
療
や
土
木
・
農
業
技
術
な
ど
の
技
術
改
良
や
普
及
に
一
定
に
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
、
と
り
わ
け
、
中
世
寺
院
の
世
俗
化
の
中
で
、
法
会
や
祈
祷
に
よ
る
国
家
安
穏
・

五
穀
豊
穣
の
実
現
と
い
う
国
家
的
呪
術
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
批
判
し
、
生
病
老
死
を

人

間
の
必
然
苦
と
し
て
受
容
し
報
恩
の
念
仏
を
第
一
義
と
す
る
念
仏
寺
・
阿
弥
陀
寺

が
下
層
民
衆
に
浸
透
し
た
こ
と
、
下
層
民
衆
に
よ
る
神
祇
不
拝
を
つ
う
じ
て
の
呪
術

批

判
や
呪
誼
批
判
が
増
加
し
、
合
理
的
思
想
の
民
衆
的
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ

　
　
　
　
ヨ
　

と
を
論
じ
た
。

　
し
か
し
、
中
世
に
お
け
る
技
術
と
呪
術
と
の
相
関
関
係
や
両
者
の
結
合
状
態
を
あ

き
ら
か
に
す
る
研
究
課
題
は
史
料
的
に
も
歴
史
学
的
に
も
未
開
拓
の
分
野
で
あ
り
、

研
究
の
深
化
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
近
年
で
は
民
俗
学
・
人

類
学
で
の
妖
怪
や
怪
異
の
関
心
が
高
ま
り
、
歴
史
学
の
周
辺
で
も
怪
異
学
な
る
も
の

が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
中
世
社
会
と
近
代
社
会
で
の
呪
術
や
怪
異
観
念
の
解
明
と
と

も
に
、
呪
術
批
判
や
合
理
的
思
想
の
形
成
の
両
側
面
に
目
配
り
し
な
が
ら
時
代
的
な

差
異
に
つ
い
て
も
厳
密
な
研
究
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
本
稿
は
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
伝
来
し

た

『南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
史
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
中
世
の
技
術
や
医
術
と

呪
術
と
の
相
関
関
係
を
み
て
お
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
鉄
炮
之
大
事
』

と
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
は
、
長
野
市
七
二
会
字
守
田
に
あ
る
守
田
神
社
が
所
蔵
す

る
も
の
で
、
天
正
十
九
年
か
ら
元
和
二
年
に
わ
た
る
古
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

古
文
書
群
に
は
全
体
と
し
て
の
文
書
名
が
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
は
、

全
体
を
自
己
認
識
す
る
概
念
が
未
成
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら

の

文
書
群
の
中
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
の
は
「
鉄
炮
之
大
事
」
と
い

う
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
文
禄
か
ら
慶
長
年

間
に
か
け
て
諸
大
名
と
契
約
関
係
を
も
っ
た
炮
術
師
が
そ
の
技
術
を
体
系
化
・
相
伝

化
す
る
た
め
に
「
炮
術
秘
伝
書
」
を
作
成
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
が

あ
つ
か
う
史
料
群
は
、
大
名
と
結
び
つ
く
炮
術
師
に
よ
る
技
術
伝
書
か
不
明
で
あ
り
、

修
験
者
と
い
う
民
間
技
術
者
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
た
技
術
書
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
的

段
階
差
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
を
『
鉄
炮
之
大
事
』

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
は
、
こ
れ
ら
の
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
一
括
し
て
伝
来

し
た
も
の
で
、
史
料
名
が
外
題
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
炮
術
の
南
蛮
流

で

は
な
く
、
矢
疵
・
玉
疵
を
治
療
す
る
医
療
技
術
を
示
す
医
書
で
あ
る
。
後
述
す
る

ご

と
く
、
『
医
書
』
に
つ
い
て
の
研
究
史
に
よ
れ
ば
、
戦
国
期
に
金
傷
医
に
よ
る
医

書
が
出
版
さ
れ
、
天
文
十
二
年
鉄
炮
の
伝
来
と
と
も
に
南
蛮
流
医
書
が
伝
来
し
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
紹
介
す
る
史
料
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
書
と

い

え
る
の
か
否
か
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書

は
、
金
傷
医
者
や
南
蛮
流
医
師
に
よ
る
伝
書
で
は
な
く
、
修
験
者
系
神
社
に
伝
来
し

た
も
の
で
、
鉄
炮
と
い
う
技
術
と
セ
ッ
ト
で
相
伝
さ
れ
た
民
間
技
術
書
と
し
て
の
医

術
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
医
書
と
は
別
系
統
の
史
料
群
と
考
え
、
外
題

の

ま
ま
に
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
と
し
て
史
料
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
い
か
え

れ

ば
、
中
世
社
会
が
そ
の
最
末
期
に
到
達
し
た
鉄
炮
と
医
学
に
つ
い
て
民
間
に
相
伝

さ
れ
た
技
術
書
で
あ
り
、
中
近
世
移
行
期
の
技
術
・
医
術
と
宗
教
・
呪
術
と
の
関
係

を
分
析
す
る
の
に
、
格
好
の
史
料
に
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
。
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井原今朝男［中近世移行期の『鉄炮之大事』・『南蛮流秘伝一流』にみる技術と呪術ユ

　

ま
ず
、
こ
の
史
料
群
を
所
蔵
す
る
守
田
神
社
の
性
格
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

域
の

沿
革
に
つ
い
て
は
、
『
長
野
市
誌
』
に
詳
し
い
。
守
田
神
社
の
社
名
に
つ
い
て

は
、
延
喜
式
神
名
帳
に
「
守
田
神
社
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
国
学
の
勃
興

の

中
で
文
化
二
年
に
守
田
神
社
の
社
号
允
許
を
請
け
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
別
に
論

社
が
あ
り
、
長
野
市
高
田
の
守
田
廼
神
社
も
宝
暦
六
年
守
田
神
社
の
社
号
を
允
許
さ

れ
、
長
野
市
穂
保
に
も
守
田
神
社
が
あ
り
、
古
代
の
守
田
神
社
が
ど
れ
に
相
当
す
る

か
定
説
は
な
い
。
こ
の
地
域
は
戸
隠
・
飯
縄
山
麓
に
位
置
し
、
中
世
に
入
る
と
「
吾

妻

鏡
」
文
治
二
年
に
「
御
室
御
領
丸
栗
荘
」
と
し
て
み
え
る
。
文
禄
二
年
南
室
正
頓

筆
と
つ
た
え
る
「
臥
雲
院
縁
起
」
に
「
信
州
水
内
郡
小
川
荘
春
日
郷
丸
栗
村
」
と
み

え
る
こ
と
か
ら
、
小
川
荘
と
丸
栗
荘
と
が
隣
接
し
あ
っ
て
お
り
、
戦
国
末
期
に
は
混

在
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
小
川
荘
・
丸
栗
荘
は
、
顕
光
寺
戸
隠
神
社
や
飯
縄
神
社

へ
の

参
道
が
通
っ
て
お
り
、
越
後
上
杉
領
に
続
い
て
い
た
。
こ
の
山
道
の
支
配
権
を

め

ぐ
っ
て
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
と
の
川
中
島
合
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
弘
治
三
年
四

月
十
三
日
武
田
信
玄
は
「
小
川
・
柏
鉢
よ
り
鬼
無
里
・
鳥
屋
筋
に
向
か
う
絵
図
」
（
弥

富
文
書
）
の
作
成
を
命
じ
て
、
上
杉
方
の
戸
隠
・
飯
縄
神
社
攻
略
を
め
ざ
し
た
。
永

禄
六
年
（
一
五
六
三
）
四
月
十
四
日
に
「
飯
縄
山
之
麓
、
去
四
日
よ
り
国
中
之
人
夫

を
も
っ
て
路
次
を
作
ら
せ
」
（
歴
代
古
案
）
と
あ
り
、
越
後
攻
略
を
す
す
め
た
。
こ

の
地
域

は
、
武
田
・
上
杉
両
軍
の
川
中
島
合
戦
で
の
境
目
に
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、

戸
隠
・
飯
縄
・
小
菅
社
が
相
次
い
で
焼
失
・
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
天
正
十
年
武
田
勝

頼
滅
亡
後
、
上
杉
景
勝
の
支
配
下
に
入
り
、
文
禄
三
年
景
勝
が
朝
鮮
出
兵
か
ら
無
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

帰
国
す
る
と
、
祈
祷
の
賞
と
し
て
戸
隠
神
社
が
上
杉
方
の
援
助
で
再
興
さ
れ
た
。
な

お
、
今
回
の
守
田
神
社
文
書
調
査
に
よ
っ
て
、
天
正
十
九
年
に
「
モ
リ
タ
明
神
」
、

慶
長
十
年
に
「
守
田
山
別
当
」
と
み
え
、
こ
の
中
近
世
移
行
期
に
す
で
に
「
守
田
」

の

名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
守
田
神
社
文
書
が

作
成
さ
れ
た
前
後
は
、
こ
の
地
域
一
帯
が
「
守
田
」
と
呼
ば
れ
、
武
田
・
上
杉
領
国

の

「
境

目
の
地
」
で
あ
り
、
天
正
十
年
か
ら
慶
長
三
年
に
上
杉
景
勝
が
会
津
に
転
封

さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
地
域
は
上
杉
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
『
鉄
炮

之
大
事
』
に
登
場
す
る
吉
田
善
兵
衛
盛
定
な
る
人
物
が
、
大
名
上
杉
氏
と
契
約
関
係

に
あ
っ
た
炮
術
師
で
あ
っ
た
か
否
か
は
今
後
の
研
究
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
い
う
文
書
群
の
存
在
は
『
信
濃
史
料
』
十
七
巻
（
信
濃
史
料

刊
行
会
　
一
九
六
二
）
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
未
紹
介
の
ま

ま
で
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
『
長
野
市
誌
史
料
編
原
始
・
古
代
・
中
世
』
（
長
野
市
）

で
一
部
紀
年
銘
の
も
の
が
は
じ
め
て
翻
刻
さ
れ
た
。
し
か
し
、
紙
面
の
制
約
か
ら
天

正
・
文
禄
の
も
の
の
み
で
、
慶
長
・
元
和
の
も
の
は
翻
刻
し
え
な
か
っ
た
。
『
南
蛮

流
秘
伝
一
流
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
も
内
容
も
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
未
紹
介
で

あ
り
、
新
出
の
史
料
で
あ
る
。
本
報
告
は
そ
の
全
貌
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

0
史
料
翻
刻

1
　
天
正
文
書

1
、
天
正
十
九
年
正
月
、
守
田
明
神
誓
文

［
史
料
］
　
竪
紙
縦
二
四
・
五
×
横
三
四
・
五

モ

リ
タ
明
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
正
十
九
年
正
ガ
ツ
吉
日

世

ノ
ナ
カ
ノ
人
ノ
子
カ
イ
ヲ
テ
ラ
ス
ト
テ
、
ウ
キ
ヨ
ニ
ノ
コ
ル
ミ
タ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
モ
シ
ヒ

月
ヤ
ア
ラ
ヌ
春
ヤ
ム
カ
シ
ノ
春
ナ
ラ
ヌ
、
ワ
カ
ミ
一
ハ
モ
ト
ノ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
テ

ミ
ヤ
シ
ロ
ヲ
、
ヒ
ラ
キ
テ
ミ
レ
ハ
、
ナ
ニ
モ
ナ
シ
、
ヲ
カ
ム
心
ソ
、
カ
ミ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
ラ
ン

　
　
　
　
シ
ヤ
ク
チ
ヤ
ウ
ニ
、
三
本
ア
リ

3
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〔 紗

，
琶
　

s
謹

つ

菰
鍍羅
が
ブ
ぎ
強
箏

罎

蘂
繧
翻

膓
鰻
鴛
芸
ξ
7
L
ハ
ζ
季
㌻
急
執
　
　
．

羅

人

X

ψ
・

｝
｝

シ

㌻
ラ
・
〉
ノ
ト
含
噴

ず
ま
ト
ミ
巴
か
ク
了
咋
ノ

‥
丁
華
へ
　
悪

　　　
㌃
〃
す
L
↑

写真1　守田明神誓文（天正十九年正月）

て
ト
ー
　
　
　
　
ん
㌃
盤

㌶
、
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
レ
ソ
老
．
羅
葦

購
聯
・
警
還
泥
湊
フ
ー
鍵
p
憩
㍉
ク
轟

　
　
　
以

清
浄
心
供
養
三
實
、
是
シ
ヤ
ウ
モ
ン
ノ
シ
ヤ
ク
チ
ヤ
ウ

　
　
　
六

ハ

ラ
ミ
ツ
ノ
ト
コ
ロ
　
ホ
サ
ツ
ノ
シ
ャ
ク
チ
ヤ
ウ

　
　
　
皆
ヨ
ム
ト
コ
ロ
エ
ン
ガ
ク
ナ
リ

　
　
　
　
　
可
秘
候
　
　
　
悪
水

　
　
　

　
ユ
メ
ノ
チ
カ
イ
ノ
大
事

ホ
ノ
く
ト
、
ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ
ノ
ア
サ
キ
リ
ニ
、

ナ
ニ
コ
ト
モ
、
ヲ
モ
イ
ワ
ス
レ
テ
、

タ
モ
ナ
シ
　
三
返
ツ
・

人
子
ブ
リ
、

シ
マ
カ
ク
レ
ユ
ク
フ
子

　

　

　

　

　

ヲ
シ
ソ
ヲ
モ
ウ

ウ
キ
ヨ
ノ
ユ
メ
ニ
、
ア
ト
カ

解
説
　
『
信
濃
史
料
』
十
七
巻
二
五
三
頁
に
紹
介
さ
れ
た
。
端
裏
書
と
し
て
「
呪
文
」

と
あ
る
が
、
現
状
で
は
裏
打
紙
に
よ
っ
て
端
裏
書
は
確
認
し
え
な
か
っ
た
。

　
守
田
明
神
の
法
楽
和
歌
を
カ
タ
カ
ナ
書
し
た
も
の
。
こ
の
和
歌
的
呪
文
が
鉄

炮
の

技
術
的
調
合
法
の
伝
書
と
セ
ッ
ト
で
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
、
中
世
的
特

質
の
古
い
形
態
と
い
え
よ
う
。

2
、
火
薬
調
合
次
第

［史
料
］
　
　
切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
八
〇
・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

二
・
五
（
一
紙
）
・
三
八
・
○

「
天
正
文
書
」

（前
闘
）

拾
四

文
目
　
　
ゑ
ん

同
弐
分
三
朱
　
遊

三

分
し
ゆ
中
　
は

山
鳥
く
す
り

九

文
目
　
ゑ
ん

壱
分
弐

し
ゆ
　
遊

弐
分
　
は

あ
た
り
く
す
り

（二
紙
）

4
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十
二
文
目
　
ゑ
ん

壱
分
壱
朱
　
ゆ

一
分
弐
し
ゆ
　
は

惣
兵
衛
く
す
り

拾
文
目
　
ゑ
ん

壱
分
　
ゆ

弐
文
目
　
は

口

く
す
り

七

文
め
　
ゑ
ん

壱
分
し
ゆ
中
　
ゆ

壱
分
弐
朱
　
は

四

十
五
文
目
　
ゑ
ん

四
文
三
朱
　
ゆ

九
文
六
朱
　
は

口

く
す
り

七
文
目
　
ゑ
ん

壱
文
め
　
ゆ

弐
文
め
　
は

口

く
す
り

六
文
目
　
ゑ
ん

二
朱
　
遊

三

し
ゆ
　
は

　
　
天
正
十
九
年
正
月
廿
三
日

　
大

事
ひ
す
篇
し
、
く
く

解
説
　
火

薬
の
調
合
の
仕
方
を
述
べ
た
技
術
書
で
あ
る
。
文
禄
の
も
の
と
比
較
す
る

1

と
、
分
量
が
先
に
書
か
れ
、
種
類
も
塩
1
1
ゑ
ん
、
湯
1
1
遊
　
灰
1
1
は
と
書
く
な

ど
そ
の
書
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
信
濃
史
料
』
で
も
未
紹
介
で
あ

り
、
『
長
野
市
誌
資
料
編
』
（
長
野
市
、
二
〇
〇
三
）
で
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
種
の
火
薬
調
合
次
第
の
最
古
の
も
の
は
、
上
杉
家
文
書
　
永
禄
二
年
（
一

五
五
九
）
六
月
廿
九
日
「
鉄
炮
薬
之
方
井
調
合
次
第
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
も
の
と
し
て
は
初
期
の
技
術
書
の
ひ
と
つ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

文
禄
文
書

1
、
鉄
炮
目
当
の
大
事

［史
料
］
　
　
切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
九
七
・
二

三

五
一
六

・

○

（
一
紙
）
　
三
八
・
五

・
二
（
四
紙
）

（二
紙
）
七
・
五
（
三
紙
）

以
下
、
朱
筆
に
よ
る
丹
勘
点
や
勘
合
筆
の
書
入
れ
が
随
所
に
み
え
る
が
、

雑

に
わ
た
る
の
で
省
略
し
た
。

（端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

「
め

あ
て
の
大
事
」

　
　
鉄
炮
之
大
事

一
鉄
炮
之

お
く
（
奥
）
の
手
の
事

一
鉄
炮

た
ひ
ま
つ
（
松
明
）
の
事

一
水
鉄
炮
之
事

一
水
火
屋

（火
矢
）
之
事

一
よ
す
ち
（
四
筋
）
火
な
わ
之
事

一
野
中
の
嵐
之
事

一
ち
く
し
玉
之
事

煩

5



国立歴史民俗博物館研究報告

　第121集2005年3月

一
た
き
玉
之
事

一
く
の
め
之
事

二
二
角
玉
の
事

一
ち
や
う
ち
ん
（
提
灯
）
け
し
（
消
し
）

一
た
ひ
ま
つ
け
し
の
事

一
柳
枝
の
め
あ
て
之
事

一
す
す
め
（
雀
）
う
つ
玉
之
事

一
は
し
や
う
め
あ
て
の
事

一
か

ち
物
の
め
あ
て
の
事

一
や

さ
ま
（
矢
狭
間
）
の
大
事

一
筒
け
ん
の
事

一
た
に
そ
こ
（
谷
底
）
の
め
あ
て
の
事

　
せ
み
ね
を
わ
け
て
う
つ
へ
し

一
つ

る
の
め
あ
て
の
事

　
も
・
の
つ
け
ね
を
う
つ
へ
し

一
が
ん

の

め
あ
て
の
事

　
一
の
は
を
う
つ
へ
し

一
木
鳥
の
め
あ
て
　
ふ
と
身
お
、

　
う
つ
へ
し

一
さ
は
下
の
め
あ
て
　
三
の

　
羽

を
う
つ
へ
し

一
ゆ
う
し
は
つ
し
の
め
あ
て
之
事

一
水
鳥
の
め
あ
て
の
事

一
前
き
る
（
切
）
筒
之
大
事

一
う
し
ろ
き
る
筒
之
事

尚
々
口
伝
有

　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

の
事

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

解
説
　
文
禄
三
年
二
月
、
吉
田
盛
定
が
「
鉄
炮
之
大
事
」
を
屋
嶋
藤
三
郎
に
与
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書
群
を
所
蔵
し
て
き
た
の
が
守
田
神
社
の
宮
司
矢
嶋
家
で

あ
り
、
矢
嶋
家
か
ら
守
田
神
社
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
で
は
神
社
が
所
有
し
て
い
る
。

矢
島
家
は
現
在
も
神
社
門
前
に
存
続
し
て
い
る
。
こ
の
屋
嶋
藤
三
郎
は
史
料
上
に

み

え
る
「
守
田
山
別
当
」
で
あ
り
、
修
験
者
で
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

旧
宮
司
矢
嶋
家
が
、
屋
嶋
藤
三
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
。

　
『
信
濃
史
料
』
一
七
巻
五
五
一
頁
に
巻
頭
と
巻
奥
の
み
紹
介
。
「
鉄
炮
位
名
之
事
、

鉄
炮
奥
之
事
、
萬
々
口
伝
有
、
王
う
せ
い
、
鉄
炮
打
様
々
大
事
、
鉄
炮
之
大
事
二
、

同
文
奥
書
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
略
ス
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
文
書
群
の
全
体
を
な
ん
と
呼
ぶ
か
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
「
文
禄
文

書
」
と
い
う
書
入
れ
は
後
代
の
筆
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
鉄
炮
や
火
薬
の
技
術
書

全
体
を
対
峙
化
し
、
客
観
視
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
文
書
群
を
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
個

別
の
巻
の
九
巻
が
ど
の
よ
う
な
構
成
・
順
序
に
な
っ
て
い
た
か
は
、
伝
来
状
態
か

ら
は
不
明
で
あ
る
。
宇
田
川
武
久
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
内
容
検
討
か
ら
一
定
の
順

序
性
を
復
元
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
火
薬
の
種
類
に
応
じ
た
調
合
法
と
と
も
に
鉄
炮
を
撃
つ
対
象
物
と

し
て
鳥
類
の
的
を
ど
こ
に
す
る
か
具
体
的
な
技
術
の
伝
授
に
な
っ
て
い
る
。
殺
人

兵
器

と
理
解
さ
れ
て
い
る
鉄
炮
が
、
こ
の
時
期
鳥
類
と
い
う
動
く
し
か
も
小
さ
い

も
の
を
的
に
し
て
射
る
技
術
・
射
撃
術
と
し
て
伝
授
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
南
蛮
や
東
南
ア
ジ
ア
の
鉄
炮
が
当
初
か
ら
狩
猟
技
術
と
殺
人
兵
器

の

二
面
性
を
も
っ
て
流
布
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
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　　　2　　　、
　　切四
　　紙方
　　　固
　　　め
一 ニーの
四七四大
…　　事
五五〇
（（×
四一横
紙紙八
）） 八

　天一

（端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

「
四
方
か
た
め
の
大
事
」

目
当
は
（
場
）
に
て
四
方
か
た
め
の
大
事

（二
紙
）
八
・
二
（
三
紙
）

、
目
当
二
而
テ
こ
し
ん
ほ
う
（
御
神
賓
）
其
後

五
大

そ
ん
の
い
ん
（
印
）
に
て
、
し
ゆ
（
主
）
い
わ
く

東
方
か
う
さ
ん
せ
や
し
や
（
降
三
世
夜
叉
）
明
王
、
南
方

く
た
り
や
し
や
（
軍
茶
利
夜
叉
）
明
王
　
西
方
大
い
と
く

や

し
や
（
大
威
徳
夜
叉
）
明
王
、
ほ
つ
（
北
）
方
こ
ん
か
う

や

し
や
（
金
剛
夜
叉
）
明
王
ち
う
わ
う
（
中
央
）
大
日

大

し
や
う
（
将
）
ふ
と
う
（
不
動
）
明
王
　
則
わ
れ
と

く
わ
ん
ね
ん
（
観
念
）
す
へ
し

か

つ
し
や
う
の
い
ん
に
て

、
天
長
地
久
こ
生
ん
ゑ
ん
満

一
そ
く
さ
い
（
息
災
）
あ
ん
せ
ん
（
安
全
）
天
下
太

平
国
土
あ
ん
せ
ん
（
安
全
）
之
也

、
む
ら
ふ
し
の
い
ん
に
て
、
し
ゆ
二
い
わ
く

一
ち
は
や
ふ
る
、
我
か
心
よ
り

な
す
わ
さ
（
技
）
を
い
つ
れ
の

カ
ミ
（
神
）
か
、
よ
そ
こ
、
見
る
へ
し

き
う
く
（
急
々
）
に
よ
（
如
）
里
つ

り
や
う
（
律
令
）
貝
衝
冬
・
否
轟
剰
・
否

、
ふ
け
ん
ミ
ま
や
の
い
ん
に
て

　

こ
う
し
ん
う
し
や
う
、
す
い

　

は
う
や
し
や
う
、
こ
し
ゆ
く
人

　
天
、
と
し
せ
う
ふ
つ
く
わ
（
仏
果
）

一

、
其
後
、
九
し
（
籔
）
を
お
こ
な
ふ
へ
し

　

り
ん
ひ
や
う
と
う
し
や
か
い

　

ち
ん
、
れ
つ
さ
ひ
せ
ん

　
七

な
ん
（
難
）
そ
く
め
つ
（
即
滅
）
七
ふ
く
（
福
）

　
そ
く
し
や
う
（
即
生
）

　
如
此
四
方
か
た
め
を
お
こ
な
ふ

　
な
ら
は
、
き
よ
な
ん
（
巨
難
）
有
間
敷
候

　

た
と
へ
我
と
き
む
物
な
つ
て
は
つ

　

し
な
と
す
る
と
も
、
く
る
し

　
か

ら
す
、
此
い
ん
し
ゆ
（
印
種
）
を
も
つ
て
我
か

　
身
を
か
り
、
目
当
場
へ
出
へ

　

し
、
少
も
大
事
有
間
敷
候

　
　
条
々
口
伝
有

　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

解
説
　
鉄
炮
の

技
術
を
密
教
の
五
大
尊
信
仰
に
よ
っ
て
正
当
化
し
、
朝
廷
や
鎌
倉
幕

府
の
歯
固
め
・
四
角
四
境
祭
に
伝
統
を
も
つ
四
方
固
め
と
セ
ッ
ト
で
技
術
伝
承

が
は

か

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
世
の
技
術
や
科
学
が
密
教
的
信
仰
や
呪
術

と
セ
ッ
ト
で
伝
授
・
習
得
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

3
、
鉄
炮
打
様
の
大
事

　
　
切
紙
　
　
横
一
四
・
○
×
横
一

一
七
・
五

7
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＿ 三
一
　ノ、

〇八
　　 　
四一
紙紙

三

七
・
○
（
二
紙
）
　
三
一
・
七
（
三
紙
）

鉄
炮
打
様
之
大
事

し
ゆ
し
ん
（
執
心
）
の
人
ハ
、
心
へ

か

た
し
、
伍
如
此
ゑ
づ
（
絵
図
）
二

　
　
　
（
カ
）

う
つ
し
置
者
也　

　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
　
　
　
　

ぶ
写真2　文禄文書　鉄炮打様の大事

灘購欝盟
羅

い
ん

や

（陰
陽
）
の
目
当
如
此

◇娠徽∨．

一

、
右
如
此
か
き
し
ゆ
る
す
と
ハ

い

へ
え
と
も
条
々
多
く
の

口

伝
可
有
し

一

、
鉄
炮
目
当
ば
へ
も
っ
て

出
事
鉄
炮
を
右
の
手
こ

も
ち
火
縄
を
左
の
手
二

も
ち
テ
出
へ
し
、
是
則

鉄
炮
ハ
不
と
う
明
王
の

ち
へ
の
里
け
ん
也
、
火
縄
ハ

は
く
の
縄
を
ひ
う
（
表
）
す
る
也

是
二
循
鬼
神
あ
く
ま
（
悪
魔
）
も

を
そ
れ
（
恐
）
を
な
し
候
者
也

ぶ

し
や
う
（
無
精
）
に
て
鉄
砲
を
取

へ
か

ら
す
条
々
口
伝
有

　
　
　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

8
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解
説
　
鉄
炮
の

技
法
を
図
解
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
不
動
明
王
の
智
恵
の
僅
言
と

説
く
。
鉄
炮
が
鬼
神
悪
魔
を
恐
れ
さ
す
も
の
と
さ
れ
密
教
に
よ
っ
て
鉄
炮
に
よ

る
殺
生
の
正
当
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
お
け
る
武
術
に
よ
る
殺
生
を
中

世
仏
教
が

ど
の
よ
う
に
正
当
化
し
て
い
た
か
は
日
本
仏
教
史
の
未
解
明
な
大
問

題
で
あ
る
。

　　　4　　　、
　　切鉄
　　紙炮
　　　の
　　　大
四三縦事
七八一
・・ 四

五〇・
＿（○
＝一×
紙紙縦
）　 ）

＿二四
九元四

　　〇〇五
　　 　
四二
紙紙
）　 ）

　
（
端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

　
　
「
鉄
炮
立
は
し
［
　
］
大
事
」

鉄
炮
之
大
事

す
て
に
此
鉄
炮
と
い
つ
は
、
天

地
和
合
の
さ
て
ん
な
り
、
又
ハ

こ
ん
た
ひ
里
や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
の
ニ
ツ
也

天
の
廿

八
し
ゆ
く
（
宿
）
、
地
の
三
十
六

き
（
禽
）
、
是
を
ひ
や
う
（
表
）
す
る
物
な
り

又
夫
母
の
か
た
ち
日
月
を
も

か

た
取
る
物
な
り
、
彼
鉄
炮
と

い

つ

は
、
天
ち
く
（
竺
）
わ
し
の
宮

の

た
け
（
嶽
）
に
し
や
く
そ
ん
（
釈
尊
）
御

せ
ん

ほ
う
（
説
法
）
な
さ
れ
候
所
に
大

ば

と
い
う
物
、
備
を
な
し
申

さ
ん
と
す
る
時
、
あ
く
ら

せ
ん

人

（仙
人
）
乃
大
ば
を
な
ん
ち
（
汝
）

い
か

な
れ
は
、
御
せ
ん
ほ
う
に

備
を
な
す
事
口
惜
次
第

な
り
と
て
、
あ
な
ん
（
阿
難
）
か
し
う
（
迦
葉
）

と
も
ん
と
う
（
問
答
）
有
て
、
す
て
に

大
ば

を
、
百
お
く
（
億
）
ま
ん
（
万
）
こ
う
（
劫
）
お

ふ

る
と
も
、
あ
ひ
（
阿
鼻
）
無
間
地
獄
に

た
さ
い
す
へ
き
と
て
、
い
か

（怒
）
ら
れ
た
ま
（
給
）
ひ
し
時
、
大
た
う
（
大
唐
）

に
、
た
ひ
し
ん
け
ん
ち
う
の

里
と
い
う
と
こ
ろ
あ
り
、
そ
の

所

に
い
か
に
も
、
ち
へ
（
智
恵
）
た
け
又
ハ

く
ふ
う
（
工
夫
）
き
て
ん
（
機
転
）
四
百
余
間
に

か

く
れ
な
き
物
に
、
無
意
思
と

い
ふ
物
、
か
の
鉄
炮
を
く
ふ
う

し
い
た
し
、
す
て
に
そ
乃

以
後
、
し
や
く
そ
ん
（
釈
尊
）
の
御
せ
ん

ほ
う
（
説
法
）
被
成
候
処
ゑ
又
備
を
な

し
候
物
、
か
の
て
つ
ほ
う
に
て

し
つ
（
鎮
）
め
た
ま
ひ
（
給
）
け
り
、
当
代
の

物
に
て
あ
ら
す
、
し
や
く
そ
ん

の

御
時
よ
り
は
し
ま
る
也

中
懇
（
忠
懇
）
あ
ま
り
に
三
千
大
千

せ
か

い

（世
界
）
乃
あ
く
（
悪
）
と
い
ふ
あ
く
（
悪
）
お
な
す

物
、
し
つ
（
鎮
）
ま
り
け
れ
は
、
又
せ

か

い

（世
界
）
に
お
ゐ
て
ま
つ
せ
（
末
世
）
の
よ
（
世
）
と

な
り
、
子
か
を
や
（
親
）
を
こ
ろ
（
殺
）
し

9
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お

や

（親
）
か
子
を
こ
ろ
し
、
こ
と
く
く

し
つ
（
鎮
）
ま
ら
さ
る
ゆ
へ
（
故
）
に
又

彼
鉄
炮
を
た
い
た
う
（
大
唐
）
よ
り

あ
ら
た
め
い
ま
日
本
大
千

せ
か

い

（世
界
）
の
ゆ
ミ
（
弓
）
や
（
矢
）
を
を
さ
（
納
）
む
る
也

さ
る
ほ
と
に
、
此
鉄
炮
に
あ
ま
た

の
口

伝
有
、
さ
れ
は
か
の

て

つ
ほ

う
（
鉄
炮
）
に
あ
た
る
物
ハ
人

け
ん
（
人
間
）
に
よ
ら
す
、
鳥
る
い
（
類
）
ち

く
る
い
（
畜
類
）
ま
て
も
み
な
（
皆
）
こ
と
く
く

ふ

つ
く
わ
（
仏
果
）
に
い
た
り
、
そ
く

し
ん
（
即
身
）
そ
く
ふ
つ
（
即
仏
）
う
た
か
い
有

間
敷
候
あ
ま
た
の
大
事

又

々
口
伝
有
伍
如
件

　
　
　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

解
説
　
鉄
炮

を
釈
尊
の
説
法
以
来
の
も
の
と
し
、
百
億
万
劫
の
無
間
地
獄
に
お
く
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
が
大
唐
に
移
し
、
そ
こ
で
無
意
思
と
い
う
も
の
が
鉄
炮
を

工
夫
し
た
。
末
世
に
な
り
親
子
が
殺
し
あ
う
世
界
を
鎮
め
る
の
が
鉄
炮
の
役
割

で
大
唐
よ
り
日
本
で
の
弓
矢
を
納
め
る
た
め
に
伝
来
し
た
。
鉄
炮
に
当
た
っ
た

人

間
・
鳥
類
・
畜
類
は
皆
仏
果
に
よ
り
即
身
即
仏
す
る
と
説
く
。
鉄
炮
に
よ
る

殺
害
の
正
当
化
の
論
理
が
仏
教
の
教
理
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。
の
ち
の
9
、
鉄

砲
奥
の
大
事
と
類
似
す
る
。
鉄
炮
の
導
入
が
弓
矢
を
納
め
る
1
1
平
和
実
現
の
た

め

の

手
段
と
す
る
認
識
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
兵
器
と
戦
争
・
平
和
の

緊
張
関
係
が
中
世
人
に
と
っ
て
も
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
近
代
に
お
い
て
も
原
爆
が
戦
争
を
終
結
す
る
た
め
の
手
段
と
正
当
化
す
る

ア

メ
リ
カ
の
論
理
と
類
似
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

5
、
鉄
炮
位
名
の
大
事

　
　
切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
四
七

・
〇
　
　
　
一
二
⊥
ハ
・
入
　
（
一
紙
）

　
　
　
　
一
〇
・
二
（
二
紙
）

（端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

「鉄
炮
位
名
之
事
」

愛
に
鉄
炮
の
位
名
と
云
ハ
天

地
か

い
ひ

や

く
（
開
關
）
の
御
時
、
は
し
め

お
き
し
事
、
当
代
に
あ
ら

す
、
た
い
た
う
（
大
唐
）
よ
り
つ
く
し
（
筑
紫
）

ふ
ん

ご

（豊
後
）
の
国
に
そ
こ
う
と

い
ふ

む
ら
（
村
）
あ
り
、
そ
の
む
ら

に
て
鉄
炮
を
ひ
ろ
め
し

時
、
彼
き
し
の
わ
た
（
岸
和
田
）
と
い
ふ

人

さ
つ
ま
（
薩
摩
）
の
国
の
人
に
て

候

か
、
其
時
あ
き
人
（
商
人
）
に
な
り

し
か
（
鹿
）
は
な
（
放
）
す
や
う
（
様
）
を
つ
た
へ

様
子

を
、
た
ん
れ
ん
（
鍛
錬
）
し
た
る
故
二

一
流
口

伝
す
る
に
つ
ゐ
て

き
し
の
わ
だ
流
と
者
申

な
り
能
々
可
口
伝
有
候
伍

如
件

　
　
　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

10
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ムー
～
小
啓
2
．

ぼ嚢
の
4
セ
t
蕨
…

ち
嘉
ム
、
董
み
無

　
　
　
　
　
　
　

め
・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
※
が

写真3　文禄文書　鉄炮位名の大事

1＼

屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

（写
真
3
）

解
説
　
こ

の
吉
田

盛
定
に

よ
る
鉄
炮
之
大
事
は
大
唐
か
ら
豊
後
国
に
伝
来
し
薩
摩
国

人
の
商
人
が
立
て
た
岸
和
田
流
と
呼
ば
れ
た
流
派
の
下
で
成
立
し
た
こ
と
を
伝

え
る
。
炮
術
秘
伝
書
は
稲
富
流
・
田
付
流
の
も
の
が
第
一
期
の
も
の
と
し
て
知

ら
れ
る
。
岸
和
田
流
の
炮
術
秘
伝
書
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
稲
富
流
・
田
付
流

に
先
行
す
る
炮
術
の
流
派
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
守
田
神
社
所
蔵
の
『
鉄
炮
之

大
事
』
が
岸
和
田
流
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、

も
っ
と
も
初
期
の
技
術
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
商
人
が
鉄
炮
を
伝
え
た
と
い
う
伝
承
は
、
上
杉
謙
信
へ
の
将
軍
義
輝
か
ら
の

伝
授
が
籾
井
と
い
う
御
蔵
で
商
人
的
国
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
と
類
似
し

て

お
り
、
興
味
深
い
。

6
、
鉄
炮
九
の
大
事
（
数
え
歌
）

　
　
切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
一
六
八
・
一

　
　
　
　
　
三
二
・
○
（
］
紙
）
　
三
七
・
三

　
　
　
　
　
三
八
・
八
（
四
紙
）
　
＝
一
・
五

（端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

「鉄
炮
に
九
ツ
ノ
大
事
」

　
鉄
炮
之
大
事

一

、
九
の
大
事

　
た
ま
の
こ
く
い
（
極
意
）
之
事

筒
二
あ
ひ
た
ま
之
事

二
、
引
か
ね
の
こ
く
い
之
事

五二
紙紙

〇八

五〇
（　 （よ　 　ノ、　二二

紙紙
）　 ）

ll
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つ
よ
く
て
か
な
ふ
へ
か
ら
す

　
又

よ
わ
く
て
な
り
か
た
し

三
、
目
の
内
乃
こ
く
い
之
事

　
遠
め

近
め
能
々
見
へ
し

四
、
い
き
（
息
）
の
こ
く
い
之
事

　
つ
き
て
か
な
ふ
へ
か
ら
す

　
又
つ
か
て
な
り
か
た
し

五
、
だ
い
（
台
）
の
こ
く
い
の
事

　
右

に
て
ハ
か
な
わ
し

　
左

さ
た
ん
（
左
祖
）
て
（
手
）
さ
た
ま
ら
す

六
、
か
ん
（
寒
）
夜
に
霜
を
き
く
事

七
、
口
薬
の
こ
く
い
（
極
意
）
之
事

　
し
め
り
て
か
な
ふ
（
叶
）
へ
か
ら
す
候

　

こ
く
い
（
極
意
）
の
う
ち
の
め
あ
て
の
事

八
、
中
は
な
し
之
事

　
右
の
ひ
ち
（
肘
）
を
そ
う
身
に
を

　
し
あ
て
（
押
当
）
候
左
ゑ
あ
し
（
足
）
を
ひ
ら
き

　

て
一
め
は
な
す
へ
し

一

、
い
ろ
は
う
た
之
事

　
中
は
な
し
、
く
も
（
雲
）
よ
り
ほ
し
（
星
）
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
し
て

　
　
ま
な
こ
の
光
ほ
し
と
う
つ
へ
し

　
鉄
炮
の
手
前
能
と
う
を
か
た
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
人
を

　
　

そ
し
る
人
こ
そ
は
か
（
墓
）
の
内
な
り

　

ミ
な
人
の
め
あ
て
の
あ
る
を
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て

　

し
と
ろ
も
ど
う
に
は
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
ほ
う

二
色
ハ
、
い
ろ
わ
け
な
ら
べ
な
ら
篇
つ
つ

　
　
か

け
ん
一
ツ
の
大
事
な
り
け
り

三
色

に
、
ハ
た
・
つ
よ
か
れ
と
ね
か
（
願
）
わ
く
ハ

　
　
筒
と
薬
に
し
く
物
ハ
な
し

四
色
に
、
ハ
し
な
く
た
ん
れ
ん
す
る
人
も

　
　
な
り
ふ
し
よ
く
は
、
物
う
か
り
け
り

五
く
ひ
（
極
意
）
と
ハ
、
こ
く
い
の
内
に
め
あ
て
あ
り

　
　
め

あ
て
の
う
ち
に
心
も
ち
あ
り

六

つ
か

（難
）
し
や
、
き
れ
し
鉄
炮
は
な
す
人

　
　
心
の

内
の
へ
た
と
な
る
へ
し

七

ふ

し
き
、
む
ね
に
薬
を
お
き
な
か
ら

　
　
よ
か
て
（
良
手
）
を
た
つ
ぬ
る
人
そ
は
か
な
し

八
そ
を
、
一
ツ
に
し
め
て
は
な
さ
す
わ

　
　
あ
た
ら
ん
事
ハ
ふ
ち
や
う
な
り
け
り

九口

薬
を
そ
く
た
ち
ぬ
る
こ
と
な
ら
は

　
　
あ
た
ら
ぬ
物
と
か
ね
て
し
る
へ
し

と
ふ
（
飛
）
物
を
、
と
く
た
う
な
く
て
は
な
（
手
放
）
す
人

　
　
心
の

内
乃
物
う
か
り
け
り

山
川
の
さ
き
に
な
か
く
、
と
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ら
（
土
地
柄
）
も

　
　
身
を
す
て
て
こ
そ
、
う
（
浮
）
か
ふ
せ
（
瀬
）
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ

う
く
い
す
の
、
す
こ
も
り
、
し
た
る
処
お
は

　
　

は
つ
ね
（
初
音
）
を
、
き
・
（
聞
）
て
、
物
う
か
り
け
り

12
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わ

し
（
鷲
）
た
か
（
鷹
）
の
、
と
だ
ち
の
山
に
、
わ
け
入
て

　
　
の

か

へ
り
す
る
を
、
見
つ
け
さ
り
け
り

引
か
ね
を
、
引
と
心
に
、
し
（
知
）
ら
す
な
よ

　
　
暮
の
さ
め
た
る
、
こ
こ
ち
（
心
地
）
た
る
へ
し

か

け
あ
い
に
、
む
中
は
な
し
を
、
知
す
し
て

　
　
む
す
ひ
打
乃
木
、
む
や
く
（
無
役
）
な
り
け
り

か
け
あ
ひ
ハ
、
し
ほ
ひ
に
、
見
ゆ
る
か
に
（
蟹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
あ
し
（
足
」

　
　
よ
こ
（
横
）
に
よ
（
寄
）
る
こ
そ
、
道
の
道
多
り

か

け
あ
い
に
、
内
の
心
を
、
し
ら
す
し
て

　
　

さ
た
む
と
お
も
ふ
、
あ
ら
そ
い
な
し
そ

さ
ん
か
く
ハ
、
ミ
ね
の
松
風
吹
は
ら
い

　
　
し
ん
如
の
月
を
あ
き
ら
か
に
見
よ

∴
◆
↑
釦
■
T

　
つ
れ

は
な
し
、
右
左
を
う
つ
と
か
も

　
　
　
地
形

に
よ
り
て
三
寸
さ
る
へ
し

　
み

な
人
は
、
我
も
く
と
す
す
め
と
も

　
　

　
つ
ち
の
あ
た
ま
ハ
よ
も
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
さ
し

　
尚
々
口
伝
有

　
　
　
　
　

吉
田
善
兵
衛
盛
定
（
花
押
）

干

時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

解
説
　
鉄
炮
の

技
術
を
わ
か
り
や
す
く
い
ろ
は
歌
・
数
え
歌
に
し
て
伝
授
す
る
。
息

次

ぎ
、
口
薬
、
構
え
姿
勢
な
ど
技
法
の
伝
授
が
わ
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
て
い

る
。

7
、
火
薬
調
合
次
第

　
　
切
紙
　
　
縦
］
四
・
○
×
横
一
六
六
・
一

　
　
　
　
　

三
一
・
七
（
一
紙
）
四
〇
・
〇

　
　
　
　
　

五
四
・
四
（
四
紙
）

　
　

（前
闘
）

　
　
里
う
せ
い

塩
　
六
文
め

湯
　
一
し
ゆ

灰

壱
分
二
首

　
　
鼠
火

塩
　
二
分
二
首

湯
　
一
し
ゆ

灰
　
三
し
や

　
　
き
き
や
う
火

ゑ

ん

　
戴
分

湯
　
三
し
ゆ

灰
　
一
分

　
　
風
車

塩
　
二
分

鉄
　
二
し
ゆ

ゆ
　
二
し
ゆ

（二
紙
）
　
四
〇
・
○
（
三
紙
）

13
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は
い
　
一
分

　
　
花
車

ゑ

ん

　
二
分

ゆ
　
　
三
し
ゆ

は
い
　
一
し
ゆ

て

つ
　
二
し
ゆ

　

　

ほ
た
ん

ゑ

ん

　
三
分

ゆ
　
　
↓
分

は
い
　
二
分
六
首

て

つ
　
三
し
ゆ

　
　
き
ん
せ
い
花

ゑ

ん

　
二
分

ゆ
　
　
し
ゆ
中

て

つ
　
一
し
ゆ

灰
　
　
壱
し
ゆ

　

　

い

と
さ
く
ら

　
　
水
車

ゑ

ん

　
三
分

は
い
　
二
分

ゆ
　
　
一
分

　

　
一
ち
や
う
き
く

ゑ

ん

　
一
両

ゆ
　
　
一
分

は

い

　
三
し
ゆ

て

つ
　
二
分

　

　
一
夜
せ
ん

塩
　
　
二
分

湯
　
　
一
分

灰
　
　
三
し
ゆ

て

つ
　
二
し
ゆ

　
　

た
ち
草

ゑ

ん

　
二
分

ゆ
　
　
三
し
ゆ

灰
　
　
壱
し
ゆ

て

つ
　
三
し
ゆ

　
　
右
定
之
口
伝
有

ゑ

ん

壱
両

ゆ
　
　
壱
首

て

つ
　
二
分

灰
　
　
二
分

　
　
や
ま
ふ
き

ゑ

ん

　
三
分

ゆ
　
　
二
し
ゆ

は
い
　
三
し
ゆ

て

つ
　
壱
し
ゆ

　
　
送
車

ゑ

ん

　
一
両

ゆ
　
　
一
し
ゆ

は
い
　
二
し
ゆ

て

つ
　
一
分

　

　

な
わ
ひ

ゑ

ん

　
一
両

ゆ
　
　
二
し
ゆ

14
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8

灰
　
二
分

　
（
朱
筆
）

「
我
か
手
吉
　
人
見
よ
と
て
ハ

　
　
　
　
　
か
き
お
か
す

　

な
か
く
く
あ
と
の

　
　
　
　
　
　
か

た
ミ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

（花
押
）

解
説
　
火
薬
の
調
合
の
種
類
を
記
す
な
か
で
、
塩
硝
・
硫
黄
・
灰
以
外
に
も
鉄
な
ど

の

成
分
を
混
ぜ
る
火
薬
調
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
分
の
技
術

を
誇
る
た
め
で
は
な
く
、
形
見
と
し
て
記
載
し
た
こ
と
を
朱
筆
し
て
い
る
。
技

術
伝
授
の
出
発
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

火
薬
調
合
次
第
（
前
闘
）

切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
三
五
六
・
五

　
　
　
一
三
・
○
（
一
紙
）
　
四
〇
・
〇

　
　
　
三
九
・
八
（
四
紙
）
　
四
〇
・
〇

　
　
　
四

〇
・
二
（
七
紙
）
　
四
〇
・
二

　
　
　
二
四
・
○
（
十
紙
）

　

（前
闘
）

塩
　
八
文
目

灰
　
三
文
目

（二
紙
）
　
四
〇
・
五
（
三
紙
）

（五
紙
）
　
四
〇
・
五
（
六
紙
）

（八
紙
）
　
三
九
・
三
（
九
紙
）

硫
　
二
文
目

　
　

同
薬

塩
　
一
文
目

灰
　
一
首

硫
　
首
半

　
　

同
薬

塩
　
六
文
目

灰
　
二
文
目

湯
　
一
文
目

　
　

同
薬

塩
　
七
文
目

灰
　
戴
文
め

湯
　
一
文
目

　
　

同
薬

塩
　
八
文
目

灰
　
四
文
目

硫
　
三
文
目

　
　
口

薬
上
中

塩
松
　
六
文
め

灰
　
一
文
三
首

硫
　
一
文
目

　
　
同
上

塩
　
四
文
目

灰
　
一
文
目
つ
よ
く

硫
　
三
首

　
　
五
両
薬

塩
　
四
十
文
目
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湯灰塩　湯灰塩　湯灰塩　湯灰塩　湯灰塩　湯灰塩　硫灰
拾十廿百拾四五九九一二八八七十七七二仁七七十十六六十十
一 式目文両両両両両両両両両文五十両両両両両文一十両文文
両文　 目薬　三　薬二三二薬め文五半　　　薬目文文薬目目
薬目　　　　分　　分分分　　め文薬　　　　　目目
　　　　　　　　　　　　　　　目

塩
　
廿
八
文
目

灰
　
九
文
目

湯
　
八
文
目

　
　
拾
二
両
薬

塩
　
　
十
二
両
目

灰
　
　
六
両
二
分

硫
黄
　
四
両
或
分

　
　
仁
首
（
朱
）
薬

塩
　
三
文
目

灰
　
二
文
目

硫
　
三
首

　
　
三
首
（
朱
）
薬

塩

拾
文
目

灰

或
文
目

硫
　
一
文
目

　
　
鳥
打
薬

塩
　
十
文
一
首

灰

武
文
一
し
ゆ

硫

　
一
文
二
し
ゆ

　
　
口
薬
上

塩
　
廿
四
文
目

灰
　
六
文
目

湯
　
三
文
目

　
　
同
薬

塩
　
十
二
文
目

灰
　
四
文
目

硫

試
文
目

16
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八
寸
薬
之
上

塩
松

廿
八
文
目

灰

　
　
七
文
目

湯

黄
六
文
め

　

　
な
り
薬

塩
松

灰

骸
り
ひ
さ
さ
き

湯　

木
わ
り
薬

塩
松

六
十
目

灰
　
　
十
一
文
め

硫

黄
十
文
め

　

玉

わ
り
薬

塩
　
　
七
両

灰
　
　
式
両

硫
黄
　
一
両
一
分

　

軽
嶋
薬
中
之
中

塩
松
　
十
文
一
首
之
中

灰
　
　
一
文
一
首
之
中

湯
　
　
一
文
首
中

　

稲
葉
薬

塩
松

四
十
五
文
め

灰
　
　
十
戴
文
目

湯
　
　
十
文
め

　

岸
和
田
薬

塩
松
　
三
十
二
文
め

灰
　
　
六
文
め

拾
文
目

二
文
目

二
文
め

湯
　
四
文
目

　

　
い
か
つ
ち
薬

塩
松

戴
両

灰
　
　
一
文
二
首

硫
黄
　
一
文
目

　

　
つ
よ
薬

塩
松

　
　
　
　
　
九
両
二
首

　
　
き
り
二

灰

　
　
た
ら
二
　
　
柳
一

　
　
か
つ
き
二

湯

　
　
　
　
　
　
一
文
二
し
ゆ

一
二
重
つ
き
は
な
し
ぬ
く
事

一
あ
か
薬
之
事

一
白
薬
之
事

一
月
夜
の
め
あ
て
の
事

一
ゆ
た
ん
は
な
し
の
事

一
ニ

ツ
な
り
の
事

一
玉
薬
我
と
つ
き
人
に
う
た

せ
請
取
之
事

　

　

　

火
抱

塩
　
二
両

灰

二
分

湯
　
一
分

し
や
う
な
り
　
一
し
ゆ

く
ん
ろ
く
　
一
し
ゆ

里
や

な
ふ
　
一
し
ゆ

十
塩
十
湯

17
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匁
　
灰

　
　
己
上
口
伝

山
ハ
三
ツ
　
ロ
バ
九
ツ

　
　
是
そ
こ
の

鬼
の
す
ミ
か
は

　
　
い
わ

や

（岩
屋
）
な
り
け
り

残
留
鬼

う
ら
　
　
　
　
本

　

¢
　
　
　
　
堂
　
五
し
ん
ほ
う

〆
園忌哨［口

畢

巖誓

丑掃十「測川

溺つ」ヒ

　　　　　碧

　　　　　㌃

萬
二
口
伝
有

　
　
　
　
　
　
　
　

士
口

田
善
丘
ハ
衛
盛
定

干
時
文
禄
三
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

（花
押
）

解
説
　
火

薬
の
種
類
が
、
塩
・
灰
・
湯
の
三
種
類
の
配
合
率
の
変
化
に
よ
っ
て
多
彩

に
な
っ
て
い
る
。
「
塩
」
が
「
塩
松
」
1
1
塩
硝
1
1
硝
石
、
「
灰
」
が
桐
や
タ
ラ
の

木
、
ひ
さ
さ
き
1
ー
ヒ
サ
カ
キ
ー
ー
ア
ケ
ビ
の
異
称
、
柳
な
ど
木
灰
を
配
合
し
た
も

の
、
「
湯
」
n
「
硫
」
「
湯
黄
」
1
1
「
硫
黄
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鉄
が
ま
っ

た
く
加
え
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
二
両
薬
、
二
朱
薬
、
三
朱
薬
、
口
薬
、
八
寸
薬
な
ど
数
字
を
名
前
に
し
た

火
薬
名
や
、
雷
薬
な
ど
音
を
連
想
さ
せ
る
も
の
。
稲
葉
薬
・
岸
和
田
薬
な
ど
の

鉄
炮
術
の
流
派
か

ら
で
た
名
前
が
火
薬
名
と
な
っ
て
い
た
。
軽
嶋
薬
に
つ
い
て

は

不
明
で
あ
る
。
火
薬
調
合
法
と
い
う
技
術
が
流
派
と
し
て
相
伝
伝
承
さ
れ
た

の

は
、
中
世
寺
院
に
お
け
る
法
会
次
第
や
聖
教
類
・
法
流
の
相
伝
と
ま
っ
た
く

同
様
で
あ
る
。

9
、
鉄
炮
奥
の
大
事

　
　
切
紙
　
縦
一
四
・
○
×
横
二
八
八
・
三

　
　
　
　
　
三
三
・
○
（
一
紙
）
　
三
七
・
五

　
　
　
　
　
三
八
・
○
（
四
紙
）
　
三
七
・
八

　
　
　
　
　
三
八
・
○
（
七
紙
）
　
一
五
・
二

（二
紙
）

（五
紙
）

（八
紙
）

八八七

〇一七

（端
裏
書
）
「
文
禄
文
書
」

「
鉄
炮
を
く
［
　
　
］
」

鉄
炮
奥
之
大
事
之
巻
物

か
ん

（漢
）
乃
か
う
そ
（
高
祖
）
の
し
ん
か
（
臣
下
）

に
神
主
道
草
と
云
人
在

し
や
く
そ
ん
（
釈
尊
）
御
せ
つ
ほ
う
（
説
法
）

の
時
天
ぢ
く
（
天
竺
）
、
ち
ふ
ら
山

ゑ

参
つ
く
く
と
、
御
せ
つ

ほ

う
を
ち
や
う
聞
（
聴
聞
）
申
て

し
ん
ぐ
つ
い
き
の
な
み
た
（
涙
）
、

お
な
か
（
流
）
し
あ
り
か
た
き
（
有
難
）
事

何

に
た
と
ゑ
ん
か
た
（
例
え
方
）
も
な
し

さ
れ
ば
、
こ
・
に
人
間
ハ
わ
つ

（三
紙
）

（六
紙
）

（九
紙
）
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か

（僅
か
）
、
六
十
二
年
を
定
命
と

相
定
、
せ
か
い
（
世
界
）
に
、
を
ほ
く
（
多
く
）
の
よ

わ
い
（
齢
）
を
た
も
つ
こ
と
と
云
云

御
せ
つ
ほ
う
（
説
法
）
の
時
、
大
ば

備

を
な
し
申
所
お
無
意
思

く
ふ
う
（
工
夫
）
の
て
つ
ほ
う
（
鉄
炮
）
を
、
も
っ

て
、
そ
ま
（
杣
）
を
払
し
つ
（
鎮
）
め
け
る

ゆ
へ
に
、
彼
御
せ
つ
ほ
う
已
二

ち
や
う
し
ゅ
被
成
候
、
然
ハ
、

し
や
く
そ
ん
（
釈
尊
）
ハ
、
し
ゆ
ち
や
う
（
衆
生
）

け
ど
（
稜
土
）
の
た
め
に
、
一
切
き
や
う
（
経
）

を
こ
と
β
＼
く
、
と
き
給
ひ
け
り

此
儀

よ
ろ
し
き
か
な
や
く

仏
法
の
ち
ま
た
（
巷
）
に
む
ま

れ

（生
ま
れ
）
き
て
後
生
の
こ
と
は
り
（
理
）

を
、
し
ら
ず
ん
ば
、
人
間
の

か
い

な
し
、
と
て
、
そ
の
時

し
や
く
そ
ん
（
釈
尊
）
の
御
前
へ
参

此
御
こ
と
わ
り
を
、
な
け
き
（
嘆
）
か
な

し
み
（
悲
）
申
候
ヘ
ハ
、
し
や
く
そ
ん

さ
て
ハ
、
諸
き
や
う
（
経
）
お
お
し
と
い
へ

と
も
、
な
ん
ち
（
汝
）
そ
く
し
ん
（
即
身
）

そ
く
仏
（
即
仏
）
の
義
お
、
あ
た
（
与
）
ゑ
ん

と
て
、
此
き
や
う
を
ふ
そ
く
（
付
属
）
し

た
ま
ふ
也

南
無
ふ
か
う
ほ
う
さ
つ
も
こ

さ
、
御
し
り
ん
き
ん
さ
、
く
し
ゆ
ん

ふ

ひ
ち
き
き
ん
さ
、
御
き
や
う
（
経
）

し
ゆ
ん
き
や
う
（
経
）
き
し
ゆ
ん
き

ほ

ろ
う
い
り
い
う
じ
り
い

し
う
ゑ
ん
か
り
、
御
し
ん
も
こ

ほ

う
ち
や
、
ほ
ろ
み
つ
と

此

き
や
う
を
、
あ
た
え
（
与
）
へ
給
ゑ
ば

無
意
思
此
き
や
う
（
経
）
を
う
け

取
奉
、
毎
日
と
く
し
ゆ
（
読
諦
）
し
た
ま

い

（給
）
け
れ
は
、
そ
の
く
り
き
（
功
力
）
こ

よ
り
て
、
已
に
あ
ひ
（
阿
鼻
）
無
間
地

ご

く
之
く
る
し
（
苦
）
を
の
か
れ
（
逃
）
と
そ

つ
の

な
い
い
ん
（
兜
率
内
院
）
に
ち
や
う
ふ
つ
（
成
仏
）

う
た
か
い
（
疑
）
な
し
、
さ
る
ほ
と
に
鉄

炮

を
て
に
と
り
、
し
や
う
（
生
）
有

物
を
う
つ
（
撃
つ
）
と
き
わ
、
此
き
や
う
（
経
）

お
よ
む
（
読
）
篇
し
、
何
物
を
う
ち

候
て

も
、
此
き
や
う
（
経
）
の
く
り
き
に

よ
つ
て
、
ち
や
う
ふ
つ
（
成
仏
）
う
た
か
い
（
疑
）

あ
る
へ
か
ら
す
、
愛
に
一
ツ

ぢ
・
い
き
と
て
、
こ
ん
（
金
）
た
ひ
（
胎
）
り
や
う

ふ

（両
部
）
の
、
ニ
ツ
ハ
い
て
（
出
）
い
る
（
入
）
い
き

こ
ん
た
ひ
り
や
う
ふ
、
り
や
う
い
ん
（
両
院
）

二

つ
も
、
こ
ん
た
い
り
う
日
月

を
も
、
か
た
（
型
）
と
れ
る
也
、
り
や
う
の

ち
も
、
こ
ん
た
ひ
り
や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
也

又
左
右
の
て
も
、
こ
ん
た
い
り

や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
な
り

（息
）
も
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左
ハ
こ
れ
、
こ
ん
か
う
か
い
（
金
剛
界
）

　
右
ハ
こ
れ
、
た
ひ
さ
う
か
い
（
胎
蔵
界
）

こ
ん
た
ひ
り
や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
是
な
り

一

、
ひ
は
さ
み
か
ね
（
火
挟
金
）
ハ
天
、
ひ
さ
ら
（
火
皿
）

地
、
こ
れ
あ
う
ん
（
阿
畔
）
を
ひ
や
う
（
表
）
し

又
是

こ
ん
た
ひ
り
や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
の

ニ

ツ
な
り
、
か
る
か
（
狩
鹿
）
と
ハ
、
天
、
ね
し
（
螺
旋
）

　
ヌ
キ

か
ね

（金
）
ハ
、
地
な
り
、
こ
れ
も
こ
ん
た

い

り
や
う
ふ
（
金
胎
両
部
）
な
り
、
は
し
（
走
）
る
玉
ハ

天
、
あ
た
る
物
ハ
、
地
な
り
、
こ
ん

か
う
か
い
（
金
剛
界
）
た
い
ざ
う
か
ひ
（
胎
蔵
界
）
こ
ん

た
ひ
り
や
う
ふ
ニ
ツ
是
な
り

愛

に
た
と
へ
は
、
一
ト
と
せ

り
う
く
う
せ
か
い
（
龍
宮
世
界
）
に
し
ゆ
み

や

う
て
ん
（
天
）
と
ゆ
う
処
有

そ
の
ち
や
う
ど
の
（
庁
殿
）
も
ん
（
門
）
の

は
し
ら
（
柱
）
に
、
こ
ん
た
い
り
や

う
ふ
（
金
胎
両
部
）
を
ま
な
ひ
（
学
）
給
ひ
し
也

さ
あ
ハ
ん
と
き
ハ
、
せ
か
い
（
世
界
）
の
黒

か

ね
お
・
し
と
へ
共
、
こ
ん
か
う
か

い

（金
剛
界
）
た
い
さ
う
か
い
（
胎
蔵
界
）
の
か
ね
（
金
）

鉄
炮
を
作
た
て
へ
し
と
て

り
う
神
た
ち
を
、
た
の
み
、
ほ
つ

な
ん
だ
り
う
わ
う
（
竜
王
）
、
じ
や
か
つ

ら
り
う
わ
う
（
竜
王
）
、
わ
し
ゆ
き

り
う
わ
う
、
あ
な
は
は
つ
た
り
う

わ
う
（
竜
王
）
ま
な
し
龍
王
五
人
の

ノ、に
て
彼

り
う
わ
う
た
ち
を
た
の
み

か
の

も
ん
柱
を
、
ぬ
す
み
と
り
て

鉄
炮
を
つ
く
り
た
て
給
ひ

け
り
、
彼
鉄
炮
を
つ
く
く
と

か
ん

た
ん
（
感
嘆
）
い
た
す
に
、
ゑ
ん

ふ
た

こ
ん
の
か
ね
（
金
）
も
、
よ
り
合
候

に
つ
い
て
、
此
儀
を
か
た
と
り

た
ま
ひ
（
給
）
て
ま
さ
う
ふ
ほ
く
の

せ
ひ

れ

い

と
う
（
精
霊
塔
）
と
て
、
こ
と
く
く

の

し
ゆ
ち
や
う
さ
い
と
被
成
け
り

一
切
諸
き
や
う
（
経
）
諸
聞
仏
ミ
た

如
来
、
ふ
も
ん
ほ
ん
法
花
き

ゃ

う
（
経
）
ハ
、
一
部
八
巻
廿
八
品

さ
い
し
う
わ
う
き
や
う
（
最
勝
王
経
）
十
巻

五
部
の
大
乗
き
や
う
三
十
巻

金

剛
き
や
う
六
巻
こ
と
く

く
諸
き
や
う
を
彼
無
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て

に
あ
た
へ
給
ひ
け
り
、
是
に
従

て
、
さ
う
て
ん
（
相
伝
）
の
や
か
う
（
屋
号
）
と
云

な
り
、
今
け
ん
せ
（
現
世
）
に
お
い
て

ま
つ
せ
（
末
世
）
の
け
と
（
檬
土
）
ち
う
ほ
う
（
重
實
）

と
あ
か
め
候
事
、
只
人
作

に
あ
ら
す
、
こ
と
く
く
ほ
と
け
（
仏
）

の

し
る
し
給
ひ
け
り

か

た
し
け
な
く
（
恭
）
も
此
巻
物

を
ふ
さ
た
（
無
沙
汰
）
の
、
と
も
か
ら
（
輩
）
ハ
、
五

体
ハ
、
す
く
ミ
物
い
ふ
事
も
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か

な
わ
す
、
只
な
ら
す
と

う
ん
く

各
々
口
伝
有

　
　
　
　
　
吉
田
善
兵
衛
盛
定

干
時
文
禄
三
年
甲
午
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
屋
嶋
藤
三
郎
殿
渡

（花
押
）

解
説
　
鉄
炮
の

由
来
を
、
漢
の
高
祖
と
釈
迦
の
説
法
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
。
鉄

炮
が
無
意
思
の
工
夫
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
釈
迦
の
諸
経
典
が

無
意
思

物
で
あ
る
鉄
炮
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
鉄
炮
を
手
に
と
っ
て
生

類

を
撃
つ
と
き
は
、
こ
の
経
典
を
読
む
へ
き
で
あ
る
こ
と
、
「
ひ
は
さ
み
の
か

ね
」
と
「
ひ
さ
ら
」
、
「
か
る
か
」
と
「
ね
じ
か
ね
（
ヌ
キ
）
」
、
「
は
し
る
玉
」

と
「
あ
た
る
物
」
な
ど
鉄
砲
の
部
品
を
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
両
部
曼
茶
羅
に
よ
っ

て

説

明
し
、
龍
王
が
門
柱
を
盗
み
出
し
て
鉄
炮
を
製
造
し
た
も
の
で
、
人
の
作

で

は
な
く
仏
の
印
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
す
る
。
鉄
砲
の
由
来
と
そ
れ
に
よ

る
殺
生
を
経
典
読
請
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
論
理
を
説
い
て
い
る
。
鉄
炮
と
い

う
技
術
を
無
意
思
物
と
し
て
お
り
、
人
間
・
動
物
と
は
こ
と
な
っ
て
意
思
の
な

い
も
の
と
い
う
合
理
的
認
識
論
が
注
目
さ
れ
る
。

　
天
正
年
間
の
伝
書
と
、
文
禄
の
伝
書
で
は
そ
の
説
明
の
論
理
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

人
形
祭
文

切
紙
　
　
縦
一
四
・
○
×
横
六
一
・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

五
・
○

　
　
　
　
コ
ノ

ソ
モ
く
此
人
形
ト
者
ハ
天
竺
ニ
テ
ワ

（
一
紙
）
　
一
六
・
五
（
二
紙
）

日
照
之
男
月
照
ノ
女
ト

ア

ラ
ワ
レ
テ
・
女
人
之
心
二
入
カ
ワ
リ

タ
イ
・
タ
ウ
ニ
テ
ワ
・
ヒ
ギ
ヤ
ウ
ノ
男

ヒ
ギ
ヤ
ウ
ノ
・
女
ト
・
ユ
ウ
・
ワ
レ
我
朝

ニ

テ
ワ
人
形
ト
・
ナ
ツ
テ
・
リ
ウ
ジ
ユ

菩
薩
ノ
ツ
タ
エ
テ
。
イ
ワ
ク

五
コ

ン

六
通

ヲ
具
足
シ
テ

日
ル
ワ
三
千
里
ヲ
遊
行
シ

　
　
　
　
　
リ
　
　
サ
ヵ
イ

ヨ
ル
ワ
八
万
里
ノ
界
ヲ
。
コ
エ

木
二
入
テ
モ
。
タ
ヲ
マ
ス
火
二
入
テ
モ

ヤ
ケ
ツ
土
二
入
テ
モ
。
ウ
ヅ
モ
レ
ヅ

金
二
入
テ
モ
。
キ
レ
ヅ
。
水
二
入
テ
モ

ヲ
モ
レ
ヅ
・
タ
ン
コ
ン
。
ビ
レ
イ
（
美
麗
）
ニ
シ
テ

タ
ン
ジ
ヤ
ウ
ノ
サ
ウ
ア
リ
。
福
得
ヲ

ザ

ウ
ジ
ヤ
ウ
シ
テ
。
ベ
イ
サ
イ

キ
ワ
マ
リ
ナ
シ
。
身
ワ
金
色
ニ

　
　
　
　
シ
キ

シ
テ
心
正
直
ナ
リ
。
カ
リ
ノ

ゴ

ト
ク
ノ
沙
門
人
形
ワ

衣
不
浄
ノ
身
ニ
カ
ワ
リ

　
　
　
　
　
　
　
ナ

カ
ク
ノ
。
ゴ
ト
ク
南
ラ
ン
神
モ

ウ
ケ
ヨ
ロ
コ
ビ
。
イ
カ
ナ
ラ
ン

鬼
神
力
。
ジ
ョ
サ
イ
（
除
災
）
。
せ
ザ
ラ
ン
ヤ

ト
ク
く
ウ
ケ
納
受
ヲ

タ
レ
玉
ヘ
ヤ
タ
ラ
タ
　
黍

吟
急
急
如
律
令

干

時
文
禄
五
年
丙
申
五
月
吉
晶
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解
説

　
　

文
禄
三
年
の
吉
田
盛
定
に
よ
る
一
群
の
伝
書
と
は
区
別
さ
れ
る
。
文
禄
五
年

　
　
の
銘
を
持
っ
た
祭
文
で
あ
る
。

　
　

鉄
炮
の
大
事
と
と
も
に
人
形
が
信
仰
さ
れ
、
そ
の
由
緒
を
記
し
た
も
の
。
天

　

竺
・
大
唐
・
我
朝
の
三
国
伝
来
で
龍
樹
菩
薩
、
陰
陽
道
な
ど
が
混
在
し
た
信
仰

　
　
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
吉
田
盛
定
の
も
の
と
は
あ
き
ら
か
に
異
筆
で
あ
り
、
稚

　
　
拙
な
筆
に
よ
る
。

3
近
世
文
書

1
、
不
動
明
王
祭
文

　
　
竪
紙

縦
二
七
・
五
×
横
五
五
・
六
　
（
一
紙
四
一
・
〇
　
二
紙
一
四
・
六
）

　

　

　

　
フ

ト
ウ
ノ
サ
イ
モ
ン

　
　

ソ
モ
く
　
（
梵
字
）
大
シ
ヤ
ウ
フ
ト
ウ
明
王
ト
申
ハ
、
大
日
カ
ク
王
如
来
ノ
、

　
　
キ
ヤ
ウ
ザ
ウ
、
ヒ
ル
シ
ヤ
ナ
佛
ノ
ス
イ
シ
ヤ
ク
（
垂
　
）
シ
バ
ラ
ク
（
暫
く
）

　
　
ヂ
ヤ

ツ
ク
ワ
ウ

　
　
シ
ヤ
ウ
ド
ノ
ミ
ヤ
マ
（
御
山
）
ヲ
、
サ
ツ
テ
、
カ
リ
ニ
明
王
ト
ブ
ン
ダ
ン
ド
ウ

　
　
ク
ノ

　
　
チ

リ
（
塵
）
ニ
マ
チ
ワ
（
交
わ
）
リ
タ
マ
ウ
、
ア
ク
マ
（
悪
魔
）
ガ
ウ
フ
ク
ノ

　
　
カ
タ
チ
（
形
）
ヲ
ゲ
ン
（
現
）
シ
タ

　
　
マ

ウ
、
ソ
ノ
イ
ロ
ハ
、
サ
ウ
ロ
ク
ニ
シ
テ
、
ボ
ウ
ク
ノ
サ
ウ
（
相
）
ニ
ニ
タ
（
似
）

　
　
リ
、
上
下
ノ

　
　
キ
バ
（
牙
）
ヲ
ク
イ
チ
カ
イ
（
食
違
い
）
、
左
ノ
ミ
テ
ニ
ハ
、
ゲ
タ
ウ
ヲ
カ
ラ

　
　

メ
（
絡
め
）
ン
カ
タ

　
　

メ
ニ
サ
ン
サ
ウ
半
ノ
、
バ
ク
チ
ワ
ヲ
モ
チ
タ
マ
ウ
、
右
ノ
ソ
テ
ニ
ワ

　
　
ア

レ
ロ
ガ
ロ
ロ
ク
、
リ
ケ
ン
ヲ
モ
ツ
テ
、
ナ
ン
ゲ
ノ
カ
ヂ
ン
ヲ
、
サ
イ

　
　
ト
ス
、
左
ノ
御
目
テ
ハ
、
シ
ヤ
ウ
ク
ン
、
ホ
ダ
イ
（
菩
提
）
ヲ
、
ミ
ス
カ
シ
、

　
　
右

ノ
御
目
テ
ハ

ホ
ケ
シ
ユ
生
（
衆
生
）
ヲ
ミ
ト
リ
シ
、
御
（
オ
ン
）
カ
ウ
へ
（
頭
）
ニ
ハ
、
八

ユ

ウ
ノ
レ
ン
ゲ
ヲ
、
イ
タ
々
キ

ケ
ン
ブ
ツ
ジ
ヤ
ウ
タ
ウ
ヲ
、
ア
ラ
ワ
シ
　
　
金
ゴ
ウ
（
金
剛
）
ノ
バ
ン
ジ
ヤ
リ

ニ

ヲ
ワ
シ
マ
シ
テ
ハ
、
八
タ
イ
（
八
大
）
ム
ケ
ン
（
無
間
）
ノ
ホ
ノ
ヲ
々
（
炎
）

シ
メ
（
示
）
シ
火
シ
ヤ
ウ

サ

ン
マ
イ
ニ
、
ロ
ユ
シ
テ
ハ
、
四
界
マ
リ
ヨ
ク
（
魔
力
）
ノ
シ
ユ
ラ
（
修
羅
）

ノ
ト
ウ
ミ
ヤ
ウ
（
灯
明
）

ヲ
、
ヤ
キ
ウ
シ
ナ
井
タ
マ
ウ
、
マ
コ
ト
ニ
、
ク
ワ
シ
ヤ
ウ
（
果
照
）
サ
ン
マ
イ

（三
昧
）
ナ
レ
ハ
、
是
ロ

イ
エ
リ
、
前
ニ
ハ
レ
イ
ゲ
ン
（
霊
現
）
ノ
タ
キ
ヲ
、
ヲ
ト
シ
、
フ
ソ
ウ
フ
ゲ
ン

（普
賢
）

ノ
ミ
ツ
ト
シ
テ
、
月
ミ
ヲ
、
ウ
ツ
シ
、
サ
ウ
カ
イ
バ
ン
リ
（
万
里
）
ノ
ホ
カ
ニ
、

フ
ミ
ヤ
ウ
ヲ
、
ナ
カ

シ
（
流
し
）
、
ウ
シ
ナ
イ
タ
マ
ウ
（
失
い
給
う
）
、
有
時
ハ
コ
ン
ガ
ラ
、
セ
イ
タ

カ
三
十
六
ド
ウ

ジ
（
童
子
）
イ
ン
フ
ツ
（
印
仏
）
シ
テ
、
上
下
ノ
ザ
ヲ
、
サ
ラ
（
去
）
ス
、
フ

ク
マ
ガ
ウ
ブ
リ

“
　
　
　
“
　
　
　
“
　
　
　
“
　
　
　
“
　
　
　
“

日
月
ト
マ
ナ
リ
ト
シ
、
コ
ク
ウ
（
虚
空
）
ノ
ク
モ
（
雲
）
ヲ
ハ
、
イ
キ
（
息
）

ト
フ
キ
（
吹
）
三
ト
リ

無
明
ノ
マ
ケ
イ
（
魔
界
）
シ
ュ
ラ
王
ノ
、
リ
ン
ト
ウ
ヲ
、
キ
リ
ケ
ン
カ
シ
ン

ヂ
ヤ
ン

ノ
、
ア
キ
ノ
月
ワ
、
三
ド
リ
、
ホ
ン
ナ
ウ
（
煩
悩
）
ノ
ヤ
ミ
ヲ
、
テ
ラ

スタ
ト
エ
ハ
、
タ
イ
く
、
ヲ
フ
ル
（
負
）
ジ
ヤ
ケ
シ
サ
キ
ナ
リ
ト
モ
、
カ
タ
ジ

ケナ
ク
モ
、
（
梵
字
）
大
シ
ヤ
ウ
フ
ト
ウ
明
王
ノ
チ
エ
（
智
恵
）
ノ
リ
ケ
ン
（
利

剣
）
ヲ
、

ブ

リ
タ
マ
エ
ハ
、
コ
ン
カ
ラ
、
ハ
ビ
ヤ
リ
、
レ
ン
ゲ
ヲ
、
サ
・
ゲ
テ
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ジ
ュ
シ
カ
ラ
、
チ
ヤ
ウ
ヲ
ン

フ
ラ
ウ
フ
シ
（
不
老
不
死
）
ノ
、
ク
ス
リ
ヲ
、
ソ
々
キ
タ
マ
ウ
、
セ
イ
タ
カ
バ

コ

ン

ゴ

ウ
（
金
剛
）
ノ
、
ツ
エ
（
杖
）
ヲ
、
ヒ
ツ
サ
ゲ
テ
、
ヂ
ュ
サ
イ
、
セ
ラ

ン
、
ト
チ
カ
ツ
（
誓
）
テ

マ

ク
ラ
（
枕
）
ノ
上
二
、
立
タ
マ
ウ
、
イ
カ
々
イ
ワ
ン
ヤ
、
ク
セ
ン
八
カ
イ
ヲ
、

五

タ
イ
ト

シ
、
日
月
ト
マ
ナ
ク
ト
シ
、
コ
ク
ウ
（
虚
空
）
ノ
、
ク
モ
（
雲
）
ヲ
、
イ
キ
ト
、

フ

キ
、
サ
ン
ト
リ

ム

ミ
ヤ
ウ
（
無
明
）
ノ
、
マ
ケ
イ
（
魔
界
）
シ
ュ
ラ
王
ナ
リ
ト
モ
、
イ
カ
テ
カ
、

コ

々

ニ
ト
ド

マ

ラ
ン
ヤ
、
ア
ヲ
ギ
子
、
カ
ワ
リ
（
代
）
ハ
、
セ
ン
シ
ュ
　
（
千
手
）
ノ
シ
ン
ゾ

ウ
ニ
、
立
入

シ
ュ
グ
エ
ン
（
宿
縁
）
、
マ
レ
ニ
、
シ
ュ
ゴ
（
守
護
）
セ
シ
メ
タ
マ
エ
、
ア
ヒ

ラ
ヲ
ン
ケ
ン

ト
ウ
一
チ
コ
ニ
ウ
ア
ジ
ウ
ン
タ
ラ
タ
カ
ン
マ
ン

慶
長
十
乙
己
二
月
十
九
日
　
　
モ
リ
タ
山
別
当

解
説
　
『
信
濃
史
料
』
『
長
野
市
誌
』
未
採
録
。
慶
長
十
年
二
月
十
九
日
守
田
山
別
当

が
定
め
た
「
不
動
ノ
祭
文
」
で
あ
る
。
不
動
明
王
の
形
相
や
利
益
を
の
べ
て
賛

歌

し
た
も
の
で
、
守
田
神
社
の
「
モ
リ
タ
別
当
」
が
、
不
動
明
王
祭
文
を
作
成

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
社
が
修
験
道
と
不
動
明
王
信
仰
と
を
混
在
さ
せ

て

い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

2
、
鳥
目
當
の
注
文

　
　
　
（
前
闘
）

　
　
一
か
ん
の
目
當
之
事

よ
こ
と
り
ハ
あ
か
口
し
を
［

一

む
ふ
と
り
ハ
む
ね
を
［

　
　
う
つ
篇
し

一
を
為
と
り
ハ
を
さ
き
を
見
て
打
［
口

一
あ
せ
越
の
と
り
な
し
は
す
こ
し

　
あ
け
て
う
つ
也

一
か
も
成
と
も
又
か
ん
な
り
と
も
口

　
と
り
な
し
は
水
半
分
二
見
て
五
人

　
前
を
見
て
う
つ
也
、
野
と
り
成
［

　

四
と
り
成
と
も

一
わ
し
と
り
ハ
わ
し
た
か
さ
か
い
を
見
打
口

　
篇
し
、
是
ハ
水
と
り
の
こ
と
く

　
う
つ
也

一
つ

る
か
り
の
目
當
、
も
も
の
つ
け
ね
を

　
見
て

う
つ
篇
し
、
又
木
と
り
口

　
き
と
と
り
の
間
ヲ
見
て
打
へ
し

一
草
と
り
の
目
當
よ
の
物
よ
り
も

　
す
さ
け
て
打
也

］
草
し
し
丸
物
の
目
當
を
は
、
丸
物
ヲ

　
う
し
ろ
の
方
へ
き
れ
へ
し
心
へ
し

　
又
志

し
あ
る
い
ハ
な
か
き
物
を
は
ま
へ

の

下

と
心
え
打
也

　
　

は
た
け
く
す
り

　
一
塩
　
廿
め

　
一
灰
三
匁
二
し
ゆ

　
一
ゆ
　
弐
匁
二
し
ゆ

く
ち
く
す
り
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一
ゑ

ん

八
匁
一
は
い
壱
匁
三
し
ゆ
ゆ
壱
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
嶋
彦
兵
衛

干

時
元
和
元
年
乙
卯
正
月
十
六
日
　
吉
次

　
　
　
　
　
屋
嶋
勝
右
衛
門
尉
殿
御
報

（黒
印
）

解
説
　
元
和
元
年
正
月
六
日
横
嶋
彦
兵
衛
吉
次
が
屋
嶋
勝
右
衛
門
殿
に
伝
書
一
巻
を

相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
和
元
年
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
吉
田
盛
定
と
は

別
に
、
横
嶋
彦
兵
衛
吉
次
か
ら
屋
嶋
氏
に
新
し
い
作
法
書
が
相
伝
さ
れ
た
。
吉

田
氏
と
横
島
氏
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
屋
嶋
勝
右
衛
門
尉
は
屋
嶋
藤
三
郎

の
相
続
人
・
長
子
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
鉄
炮
大
事
は
、
「
鳩
」

「椋
鳥
」
「
鴨
」
「
鷲
」
「
鷹
」
「
鶴
」
な
ど
鳥
の
狩
猟
の
た
め
の
目
当
て
を
伝
授

す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
鉄
砲
が
、
元
和
年
間
に
は
狩
猟
銃
と
し
て
精
巧
な

道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
技
術
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
、
そ
れ
が
文
禄
年
間
の
鉄
炮
大
事
と
は
異
な
る
相
伝
者
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
兵
器
と
し
て
の
鉄
炮
と
、
狩
猟
具
と
し
て
の
鉄
炮
と
が
混
在
し
な

が

ら
、
次
第
に
分
離
し
は
じ
め
、
「
鳥
目
當
」
の
狩
猟
技
術
が
独
自
の
文
書
に

よ
っ
て
伝
授
さ
れ
は
じ
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
世
社
会
で
狩
猟
具
と
し
て

鉄
炮
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
、
塚
本
学
『
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
』
（
平
凡
社

選
書
一
九
八
三
）
が
注
目
し
て
お
り
、
元
和
年
間
の
文
書
か
ら
も
、
技
術
的
に

裏
付
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

年
未
詳
　
　
南
蛮
流
秘
伝
一
流

冊
子

本
　
綴
葉
装
　
縦
一
九
・
○
×
横
二
四
・
○

読
点
は
「
、
」
と
し
て
翻
刻
し
た
。

（表
紙
）

一
九
丁

馨

瀧

れ　やベニ

多緒

糟

エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

騨
〆

　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　

l

　
l　
　
　
葺

．

歪
灘
、
．
斗

　
・
べ
購

、

蔑

懸
畜
や
蕊

犠
・

写真4　南蛮流秘伝一流
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南
樂
流
秘
伝
一
流

（
一
紙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
4
）

今
蛮
や
一
流

　
△
小

ヌ
キ
薬

一
メ
ウ
ハ
ン
焼
　
一
、
ヒ
サ
ウ
石
　
一
、
小
ベ
ン
ノ
タ
マ
リ

　
右
二
色
コ
（
粉
）
ニ
シ
テ
、
コ
フ
ノ
上
二
、
チ
ヤ
ハ
ン
、
ハ
リ
ヲ

　
一
日
、
バ
カ
リ
、
タ
テ
、
其
上
、
ア
セ
イ
テ
ノ
油
ア
ブ
ラ
ニ

　
テ
、
ネ
リ
、
付
ル
、
ナ
リ
、
二
三
日
、
ホ
ト
カ
サ
ニ
、

　

ナ
ル
、
マ
テ
、
ヲ
ク
ベ
シ
、
此
薬
、
サ
ン
ヒ
ヤ
ウ
、
ニ
モ

　

ヨ
シ
、
男
女
ト
モ
ニ
用
也
、
リ
ヤ
ウ
ジ
（
療
治
）
同
前

　
△
大

ヌ
キ
薬

一
ヒ
サ
ウ
石
　
　
一
カ
マ
キ
リ
虫
　
　
一
ハ
井
（
灰
）

一

シ
・
シ
ヤ
赫
M
淡
㌻
右
ノ
薬
合
イ
カ
一
三
ア
ツ
（
熱
）
キ
ユ
（
湯
）

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ラ
ワ
タ

一
ヂ

（地
）
グ
モ
ノ
腸
二
、
ヲ
シ
、
マ
セ
（
押
交
）
付
ル
ナ
リ

　
（
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
シ
　
ノ
　
タ

一

、
ウ
ワ
ウ
一
両
　
一
ヒ
サ
ウ
石
三
分
　
一
シ
ヤ
ク
ロ
ク
、
一
分

　
　
ロ
ウ
ハ
ク

一

、
　
百
一
ホ
レ
イ
　
右
、
細
米
メ
、
ツ
ル
、
ハ
コ
ベ
、
ス
イ
物
草
、
ト
ウ
ブ

　
ン

（等
分
）
ニ
テ
、
付
ル
ナ
リ

　
ム
小

ヌ
キ
ニ
テ
、
ツ
ク
ロ
ウ
、
事

一

、
ガ
ン
ガ
サ
　
一
コ
セ
カ
サ
　
一
ア
セ
タ
マ
リ

一

、
ク
ロ
ナ
マ
ズ
　
一
タ
ム
シ
　
一
カ
シ
ラ
、
ハ
ケ

一

、
シ
ラ
ク
モ
　
一
サ
メ
ハ
ダ
　
一
キ
メ
、
ア
シ
キ
ニ

一

、
ハ
ス
　
　
　
イ
ツ
サ
井
、
カ
シ
ラ
、
二
　
出
ル
、
ア
サ

　
右
、
ノ
タ
ク
井
（
類
）
二
、
小
ヌ
キ
ニ
テ
、
付
ル
也
、
但
、
少

　
ッ

ッ
、
ツ
ケ
テ
、
ヨ
シ

　
ム
八
段
、
之
、
井
工
（
癒
）
、
薬
ノ
事

一

、
段
シ
ン
シ
ヤ
（
辰
砂
）
一
ロ
ガ
ン
石
　
　
　
　
　
一
ニ
シ

（二
紙
）

一
タ
ン
シ
ヤ
（
丹
砂
）
　
一
、
ク
ズ
ノ
コ

　
　
　
　
タ
ン
シ
ヤ
　
　
　
一
シ
ヤ
ク
ロ
ク
　
　
一
カ
ツ
ブ
ン
ク
ズ
、
事

二
、
段
グ
ぞ
石
三
㌻
ぢ
三
㌫
不
．
（
白
登

三
、
段
溜
遺
滑
石
二
形
〔
塵
田
仕
㍑
ト
）

四
、
段
泳
ヤ
獺
ロ
ク
　
一
”
仁
カ
ン
　
一
”
の
丹
パ

五
、
段
詩
銘
万
〃
㌘
万
の
㍑
三

　
　
　

カ
ウ
メ
ウ
タ
ン
　
　
］
シ
ロ
イ
物
　
一
ケ
イ
フ
ン

六
、
段
カ
ツ
ブ
ン
　
　
　
　
一
カ
ン
ス
イ
石

　
　
　
リ
ウ
ノ
ウ

七
、
段
詔
葛
〃
ン
　
勢
㌘
石
一
、
。
ガ
ン
石

八
、
段
名
彰
石
　
一
詫
杉
モ
ノ
一
カ
ン
ス
イ
石

　
　
　
　
　
　
　
テ

　
ヌ
ク
（
抜
）
、
タ
ク
イ
（
類
）

　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ク
サ

　
　
　
　
　
　
一
痔
ノ
ル
イ
　
一
穴
草
　
一
ル
イ
レ
キ

　
　
　
　
　
　
一
ハ
ナ
タ
ケ
　
　
］
カ
シ
ラ
ヤ
ウ
　
　
一
井
ボ

　
　
　
　
　
　
一
ク
チ
カ
サ
　
　
一
シ
ラ
ク
ボ
　
　
　
一
六
ッ
ユ
ビ
（
六
指
）

　
△
大
ヌ
キ
ニ
、

一
キ
シ
ユ

一
ナ
マ
ス

一
ア
ザ

（二
紙
裏
）

一
ト
リ
ア
シ
　
　
　
一
シ
ソ
コ
ナ
イ
ノ
、
ヤ
ウ

一
ヨ
ロ
ツ
（
万
）
、
ノ
、
カ
サ
ニ
吉

　
ム

ウ
ミ
ナ
カ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
セ
ウ

一
ク
ン
、
ロ
ク
、
カ
ウ
　
　
一
リ
ウ
コ
ツ
　
　
一
テ
ン
南
星

一
ウ
コ
ン
、
　
右
ノ
分
コ
（
粉
）
ニ
シ
テ
、
ウ
ミ
ノ
、
ア
ル
、

ケ
（
懸
）
ヘ
シ

　
ム
チ
ヤ
ウ
ノ
薬

ト
コ
ロ
エ
、
カ
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レ
ノ
木
ノ
皮
ク
・
ヤ
キ
　
一
キ
ワ
ダ
當
㍑
恒
口

一
ア

ヲ
キ
バ
　
　
　
ク
ロ
ヤ
キ
　
　
一
イ
シ
ミ
ツ
　
ク
ロ
ヤ
キ

右
等
分
コ
ニ
シ
テ
、
ノ
リ
ニ
テ
、
ヲ
シ
、
合
、
ハ
コ
ベ
、
ノ
、
シ
ル
、
ニ

　

テ
、
イ
カ
ニ
（
如
何
）
モ
、
ユ
ル
レ
ト
、
ト
、
ト
キ
（
溶
）
、
テ
、
マ
ワ
リ

　
ニ
、
ヒ
ロ

　
ク
、
付
カ
ミ
（
紙
）
ヲ
フ
タ
ニ
、
ス
ル
、
ナ
リ

　
ム

ヨ
ウ
ノ
薬

（三
紙
）

一
ウ
シ
ノ
カ
ワ
　
ク
ロ
ヤ
キ
　
　
一
カ
ヂ
メ
　
　
一
川
チ
シ
ヤ
（
川
地
砂
）

右
等
分
マ
ツ
シ
テ
、
マ
ワ
リ
ニ
、
付
ル
ナ
リ

　
ム
同
薬

　
ハ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
ノ
コ
ト

一
花
、
ワ
ラ
ビ
、
　
ク
ロ
ヤ
キ
　
　
一
金
ム
ク
ラ
　
　
一
シ
ヤ
ク
ロ
ク

　
右
、
ハ
コ
ベ
ノ
、
シ
ル
ニ
テ
、
シ
ヤ
ク
ロ
ク
ヲ
、
四
色
ト
モ
、
コ
（
粉
）

　
ネ
、
ウ
メ
ズ
（
梅
酢
）
、
ニ
テ
、
マ
ツ
シ
テ
、
三
色
、
等
分
ニ
シ
テ
、
付
也

　
ム

ヨ
コ
ネ
ノ
薬

一
ニ

レ
ノ
木
ノ
皮
　
ソ
ノ
マ
マ
　
　
一
ト
リ
ウ
　
ク
ロ
ヤ
キ
　
一
カ
カ
イ
モ

一
ク
ロ
ツ
ロ
コ
ン
　
　
　
　
　
　
一
大
ム
ギ
　
ソ
ノ
マ
マ
　
一
コ
エ
ン
ト
ロ

　
右
、
等
分
二
合
、
ウ
メ
、
ズ
ニ
テ
、
ソ
ク
イ
、
ヲ
、
ノ
ベ
テ
、
付
ル

　
ム
キ
シ
ユ
ノ
薬

一
カ
ツ
ケ
　
　
一
ヨ
コ
ネ
　
　
一
コ
ブ
　
　
一
イ
ボ

（裏
）

　
此
ル

イ
、
ノ
、
ヌ
キ
薬
　
　
一
ク
リ
ノ
花
、
モ
シ
ナ
ク
バ

　

カ
チ
ク
リ
一
両
　
　
一
ナ
カ
サ
サ
ゲ
　
一
両
コ
　

一
ハ
イ
（
灰
）

一
ゴ

ボ

ウ
シ
　
　
一
ハ
ヅ
　
ア
ブ
ラ
、
ヲ
、
ト
リ
　
イ
ツ
、
レ
モ
、
コ
（
粉
）
、

　

ニ

シ
テ

一
カ
モ
ノ
チ
（
血
）
　
一
カ
ウ
ム
リ
ノ
、
チ
ニ
テ
、
コ
ネ
、
ソ
ク
イ
ニ

　

テ
、
ウ
リ
、
サ
子
、
ナ
リ
ニ
、
丸
シ
、
シ
ダ
イ
（
次
第
）
二
大
キ
ニ

　

シ
テ
、
イ
ツ
レ
モ
　
ヤ
マ
イ
（
病
）
二
用
也
　
但
七
日
ノ

　
間
、
一
リ
ウ
（
粒
）
、
ツ
ツ
、
サ
ス
也
、
亦
バ
リ
（
針
）
、
ヲ
、
タ
テ
テ

　
ソ
ノ
、
ク
チ
（
口
）
へ
、
入
、
上
ニ
カ
ミ
（
紙
）
ヲ
、
付
ベ
シ
、
キ
ウ
（
灸
）
、

　
シ
テ
付
ル
ト
キ
ハ
、
コ
ク
（
濃
）
ス
リ
也

ム
エ

グ
エ
ン
テ
ン
マ
テ
リ
ヤ
、
ウ
ミ
、
ス
イ

ム
ア

セ

テ
、
カ
ウ
コ
、
セ
イ
ラ
、
セ

　
　
タ
　
バ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
バ
　
コ

　
一
ヤ
サ
ン
ホ
ウ
ノ
汁
　
一
井
ト
コ
ク
サ

（四
紙
）

一
ト
ウ
ゴ
マ
（
唐
胡
麻
）
　
一
ア
ヲ
キ
バ
　
　
一
ハ
ス
ノ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ズ

　
ム
エ

グ
、
エ
ン
テ
、
ア
マ
リ
ヨ
、
疵
、
カ
ウ
ヤ
ク
（
膏
薬
）

一
ア

セ

テ
、
カ
ウ
ユ
、
セ
イ
ラ
　
マ
ツ
、
ヤ
ニ
少

　
ム

エ
グ

エ
ン

テ
、
ブ
ラ
ン
コ
、
イ
エ
薬

一
ブ

ラ
ン
コ
ト
ウ
ツ
チ
　
セ
イ
ラ
　
ア
セ
イ
テ

　
ム

エ

グ
エ
ン
デ
、
コ
ロ
、
ラ
ン
ト
、
ア
カ
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
ン

一
ア
イ
ロ
ン
、
　
一
カ
ス
カ
ラ
　
一
コ
ロ
ラ
ア
ト
ン
ド

一
ア

セ

イ
テ
　
　
一
セ
イ
ラ
　
　
一
タ
モ
ノ
ア
ブ
ラ

　

ム
エ
グ

エ

ン
テ
、
バ
ル
ト

一
カ
ス
カ
ラ
　
　
一
シ
ン
シ
ヤ
（
辰
砂
）
　
一
ア
イ
ロ
ン

一
ア

セ

イ
テ
　
　
一
セ
イ
ラ
　
　
一
カ
ウ
コ

　

ム
エ
グ
エ
ン
テ
、
井
エ
カ
ウ
ヤ
ク
、
イ
ロ
ア
カ
シ

（裏）
一
シ
ユ
（
朱
）
　
　
一
ク
ワ
ツ
石
（
滑
石
）
　
　
一
シ
ヤ
ク
ロ
ク
　
　
一
ク
ワ
ツ

　
ロ

コ

ン

　
一
カ
ツ
ブ
ン

　
マ
ツ
ヤ
ニ
ノ
コ
ト

一
ク
ル
カ
シ
ヨ
、
　
　
一
ア
セ
イ
テ
　
一
セ
イ
ラ
　
一
ダ
モ
ノ
ア
ブ
ラ

　

ム
エ
グ
エ
ン
テ
、
ク
ロ
、
カ
ウ
ヤ
ク

一
百
サ
ウ
（
草
）
　
一
キ
ハ
ダ
（
黄
薬
）
　
一
シ
ヤ
ク
ロ
ク
に
し
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一
カ
ン
ス
イ
石

一
ク
ワ
ツ
セ
キ

一
ヒ
サ
ウ
セ
キ

一
ウ
キ
ク
サ

一
ワ
ウ
ヘ
キ

一
ア
セ
イ
テ

（五
紙
）

ム
エ
グ
、

一
ナ
ス
ピ

サ

テ
、
ト
リ

一
ア
セ
イ
テ
　
　
一
セ
イ
ラ
　
　
一
カ
ウ
コ

ム
エ

グ
エ
ン
テ
、
イ
エ
（
癒
）
、
カ
ウ
ヤ
ク

　
　
　
　
　
　
　

　
一
ビ
ヤ
ク
ロ
ク
　
一
ア
セ
ニ
ヤ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ロ
ク
セ
ウ
（
緑
青
）
　
一
ロ
ガ
ン
石

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ク
ワ
ツ
ロ
コ
ン
　
一
カ
ツ
ブ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ケ
イ
フ
ン
　
　
　
一
ボ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ツ
ヤ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ク
ロ
カ
シ
ヨ
、
　
　
一
バ
ク
フ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
一
セ
イ
ラ
　
　
一
タ
モ
ノ
ア
ブ
ラ

　
　
　
　
エ
ン

テ
、
ナ
ス
ヒ
、
カ
ウ
ヤ
ク

　
　
　
　
三
〇

子

リ
ヤ
ウ
（
量
）
ロ
伝
　
川
二
七
日
サ
ラ
シ

　
　
　
　
　
、
ア
ケ
、
水
三
升
入
テ
、
子
ル
也

ム

エ
グ

エ
ン

テ
、
イ
エ
、
カ
ゥ
ヤ
ク

一
ア

イ
ロ
ン
　
　
一
ヂ
ヤ
コ
ツ
　
　
一
フ
ク
ロ
、
ッ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ン
　
シ
　
ヤ

一
キ
リ
ン
ケ
ツ
　
一
ヒ
ト
テ
ラ
、
　
　
一
イ
カ
ノ
カ
ウ

ホ
ワ
ウ
ノ
コ
ト

一
ホ
ウ
キ
、
　
　
一
コ
ニ
ク
　
　
一
コ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
タ
ガ
ラ
シ

一
チ

ヤ

カ
ウ
　
　
一
タ
ト
ウ
、
　
一
ア
ト
ン
ト

テ
ン
ナ
ン
ノ
コ
ト

一
テ
ン
サ
ウ
、
　
一
ア
セ
イ
テ
　
一
セ
イ
ラ

ム
ブ

ラ
ン
、
タ
テ
、
ア
セ
、
エ
ン
テ
、
井
ロ
、
ヅ
ケ
薬
也

一
ハ

タ
カ
ム
キ
拾
五
匁
　
　
一
コ
ム
キ
拾
五
匁
　
是
ヲ
、
ヨ
ク

ア

ラ
井
（
洗
）
テ
、
水
、
三
升
、
入
テ
、
天
目
二
、
一
バ
イ
カ

（裏
）

一
バ

イ
、
半
分
ニ
セ
ン
シ
（
煎
）
、
ツ
メ
、
サ
テ
、
亦
ニ
テ
、
コ
シ
テ

ア
セ
、
イ
テ
、
ノ
ア
ブ
ラ
、
天
目
一
ニ
ハ
イ
、
亦
ヨ
キ

サ

ケ
、
ヲ
天
目
二
七
分
、
入
テ
、
モ
ト
ノ
ア
フ
ラ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ウ
コ
ウ

ナ
ル
ポ
ト
、
セ
ン
ジ
ツ
メ
、
サ
テ
、
コ
ノ
中
へ
乳
香
、
一
匁

コ

ニ

シ
テ
、
マ
エ
カ
ト
、
ノ
、
ア
ブ
ラ
ノ
中
、
工
入
、
ヌ
ノ
（
布
）
、

ニ

テ

　
　
コ

シ
、
ツ
ホ
（
壷
）
二
入
、
是
ハ
三
ツ
ロ
ノ
ク
ス
リ
也

　
　
ム

ア
セ
エ
ン
テ
、
イ
ノ
ン
ト
、
イ
タ
ミ
（
痛
）
ノ
、
ト
キ
、
ヌ
ル

　
一
イ
ノ
ン
ト
ノ
シ
ル
、
拾
ハ
イ
、
ア
セ
イ
テ
、
一
ハ
イ

　
　
ト
ウ
コ
マ
（
唐
胡
麻
）
ノ
、
シ
ル
、
三
ハ
イ
、
ヨ
ク
、
セ
ン
シ

　
　
ム
ハ

レ
物
内
薬

　
↓
ク
ヌ
キ
大
　
　
＝
一
ン
ト
ウ
大
　
　
一
イ
ノ
ン
ト
ウ
大

　
一
ト
チ
ウ
中
　
　
一
カ
ン
ザ
ウ
少
　
　
一
モ
ク
ツ
ウ

　

（六
紙
）

　
△
内
薬
、
テ
ヲ
イ
（
手
負
）
二
用
ル
、
セ
ン
ヤ
ク

一
イ
ノ
ン
ト
ウ
少
　
　
一
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
少
　
　
一
レ
イ
大

一
セ
ン

キ
ウ
少
　
　
　
一
カ
ン
サ
ウ
少
　
　
　
一
チ
ワ
ウ
大

　
ム
ブ
ル
ウ
カ

一
ハ

ヅ
、
三
両
効
詔
諸
　
一
カ
ン
キ
ヤ
ウ
壱
両
一
ス
ワ
ウ
ニ
両

ム
キ
ツ
ケ
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
ン

一
レ
イ
拾
匁
　
　
一
人
参
一
匁
、
コ
ニ
ィ
シ
テ
、
夏
ハ
水
、
冬
ハ
ヌ
ル
ユ
（
温
湯
）

ニ
テ
用

　
ム
カ
ミ
、
ヌ
ケ
タ
ル
、
ハ
エ
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ワ
　
ヲ
ヤ
ク

一
マ
コ

モ

ノ
ハ
イ
五
匁
　
　
一
ア
マ
カ
イ
ル
五
匁
　
ク
ロ
ヤ
キ

一
カ
タ
ツ
ブ
リ
五
匁
　
黒
ヤ
キ
　
一
サ
イ
カ
チ
ノ
ミ
、
五
匁
、
ク
ロ
ヤ
キ

一
ウ
ミ
ノ
ヒ
タ
イ
草
　
　
一
イ
ノ
シ
リ
ク
サ
　
五
匁

一
シ
キ
ビ
ノ
、
ハ
、
ノ
、
シ
ル
、
天
目
二
、
ニ
ハ
イ
、
一
セ
ウ
カ
、
ノ
、
シ
ル
、

一
ハ
イ

　

（裏
紙
）

　
マ
エ
カ
ト
ノ
、
フ
タ
イ
ロ
（
二
色
）
ノ
、
シ
ル
、
ト
モ
、
ヒ
ト
ツ
ニ
、
入
テ

　

ァ
セ
イ
テ
ア
ブ
ラ
、
天
目
二
半
分
、
ノ
、
内
工
入
、
セ
ン
ジ

　
ッ

メ
、
ク
ロ
ヤ
キ
ヲ
、
入
テ
、
セ
イ
ラ
、
ニ
テ
、
ネ
ル
ナ
リ

　

　
ム
ラ
ヤ
ク
薬
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ク
ロ
ヤ
キ

一
ク
シ
カ
キ
ノ
、
サ
ネ
、
⇔
和
　
　
一
ヂ
ン
ノ
　
　
一
カ
ン
、
サ
ウ
少

一
ロ

ガ
ン

石
ヤ
ク
中
、
一
ケ
イ
フ
ン
小
　
　
一
ヤ
ウ
バ
イ
ヒ
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ワ
ラ
ケ
ニ
テ
イ
ル

ム

ハ

シ
リ
、
ク
サ
、
ノ
薬

一
ネ
ス
、
、
、
ノ
フ
ン
コ
ニ
シ
テ
　
一
イ
ノ
ン
ト
、
ノ
、
ク
キ
（
茎
）
ヲ
、
セ
ン
ジ

ア
ラ
井
ミ
ツ
ヲ
、
ト
リ
、
サ
ン
薬
ヲ
、
ヒ
子
リ
、
カ
ク
ル
也

　
　
　
キ
ズ

ム

ツ
キ
疵
ノ
、
リ
ヤ
ウ
ジ
（
療
治
）

　
　
ナ
リ
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
ト
モ

一
ブ

ラ
ン
コ
、
　
　
ア
マ
リ
ヨ
　
ス
キ
ハ
ラ
ヲ

チ

イ
（
小
）
サ
ク
、
キ
リ
、
サ
キ
ヲ
、
ボ
ボ
ケ
ニ
シ
テ
、
ボ
ボ
ケ
ニ

　

（七
紙
）

フ

ラ
ン
コ
カ
、
ア
マ
リ
ヨ
ヲ
付
ル
也
、
ア
ナ
エ
、
サ
シ
入

　
ヲ
キ
テ
、
マ
ワ
リ
ニ
ハ
、
マ
テ
リ
ヤ
、
ヲ
、
ヌ
ル
、
ヘ
シ

　
一
日
二
、
付
ニ
メ
ニ
、
付
ヘ
シ

ム
キ
ズ
、
チ
ト
メ
（
血
止
）
、
イ
エ
薬

一
シ
ヤ
ク
ト
フ
ン
ヲ
、
チ
ノ
、
出
、
ト
コ
ロ
エ
、
ヌ
ル
也

ア
セ
イ
テ
、
ア
フ
ラ
ニ
テ
、
付
ル
ナ
リ

ム

キ
ズ
ニ
テ
モ
、
シ
ュ
物
（
腫
物
）
ニ
テ
モ
、
付
薬

一
ク
チ
、
ヒ
ロ
カ
ラ
バ
、
井
グ
チ
、
ノ
、
ア
セ
イ
テ
ヲ
、
ヌ
ル

　
ヘ
シ
、
ア
マ
リ
ヨ
、
モ
、
ヌ
ル
、
ヘ
シ
、
サ
イ
く
、
ヌ
ル

ム

シ
ュ
モ
ツ
（
腫
物
）
、
口
、
ヒ
ロ
ク
ヌ
ル
薬

テ

ン

ナ

ン
セ
ウ

一
天

南
星
、
サ
メ
ニ
テ
、
ヲ
ロ
シ
、
ハ
レ
物
ノ
、
ア
ナ
エ
入
ル

ナ
リ
、
ク
チ
、
ヒ
ロ
ク
ナ
ル
也

　

（裏
）

ム
ナ
ヲ
モ
、
ク
チ
、
ヒ
ロ
ク
、
ナ
ラ
バ

一
テ
ン
ナ
ン
セ
ウ
（
天
南
星
）
　
　
一
フ
ク
ロ
ツ
ノ
、
サ
メ
ニ
テ
、
ヲ
ロ
シ

等
分
ニ
シ
テ
、
ヒ
子
リ
、
カ
ク
ル
也
、
ス
ナ
ワ
チ
、
口

ヒ
ロ
ク
ナ
ル
也
、
其
後
口
伝
ノ
ウ
ミ
、
ナ
カ
シ
、
ヲ
付
也

　
ム
タ
マ
、
矢
ノ
ネ
、
ヌ
キ
薬

一
ケ
ラ
ヲ
、
ク
ロ
ヤ
キ
ニ
シ
テ
、
如
此
丸
・
シ
テ
、
タ
チ

タ
ル
物
ノ
、
ア
ナ
エ
、
サ
ス
ベ
シ
、
亦
ク
チ
ナ
キ
ニ
ハ
、

キ
ウ
（
灸
）
ヲ
シ
テ
、
其
上
ニ
ヌ
ル
也

　
シ
ュ
モ
ツ
ミ
ヤ
ウ
　
　
コ
ト

ム
腫
物
見
様
ノ
事

一
井

ク
ル
、
シ
ュ
物
、
ミ
ヤ
ウ
、
バ
ク
エ
、
サ
カ
ル
、
ト
コ
ロ
バ
井

キ
、
タ
ル
ハ
レ
ト
、
コ
コ
ロ
エ
ヘ
シ

→
ク
エ
、
ユ
ク
、
ヲ
、
ト
ム
ル
ト
、
ク
エ
サ
カ
リ
、
タ
ル
所
二

　

（八
紙
）

ア

セ

イ
テ
ノ
ア
フ
ラ
ニ
テ
、
大
ヌ
キ
薬
イ
カ
ニ
モ
、

ユ
ルく
ト
、
ト
キ
、
カ
ラ
ス
バ
ニ
テ
、
付
ベ
シ
、
タ
“
一

　
ヘ
ン
、
ツ
ケ
テ
モ
、
キ
カ
ス
ハ
、
ニ
ヘ
ン
ニ
テ
、
キ
カ
ズ

　
ハ
、
二
三
日
ア
イ
（
合
）
ヲ
・
キ
、
亦
一
ヘ
ン
付
也
、
三
ベ
ン
ニ
テ
ハ

八
段
ノ
、
井
工
薬
ヲ
用
ソ

ム
南
簗
百
巻
萬
ミ
ヤ
ウ
（
妙
）
ノ
事

一
ツ

キ
疵
、
矢
疵
イ
ツ
レ
、
モ
ノ
ノ
ミ
、
ニ
ワ
、
ア
マ
リ
ヨ

ヲ
、
ノ
ミ
、
半
分
ヨ
リ
、
サ
キ
ニ
斗
付
テ
置

ナ
リ
、
其
上
二
、
亦
、
サ
ク
リ
、
力
子
（
金
）
ニ
テ
、
疵
ノ

フ

カ
サ
ヲ
、
寸
ヲ
ト
リ
、
ソ
ノ
、
ナ
ガ
サ
（
長
）
二
、
ボ
ン

ボ

リ
（
雪
洞
）
ヲ
シ
テ
、
入
也
、
是
モ
、
ア
サ
（
朝
）
ツ
ケ
、
テ
ハ
、

バ
ン

（晩
）
ツ
ケ
、
一
日
二
、
ニ
ド
（
度
）
付
也

　

（裏
）

キ
ズ
ナ
ド
、
久
敷
イ
エ
、
力
子
テ
、
ア
シ
キ
、
イ
エ

ジ
“
、
ア
ガ
リ
、
タ
ラ
バ
、
タ
バ
コ
ノ
シ
ル
ヲ
、
少
、
ア
マ
リ

ヤ
ウ
ノ
、
ナ
カ
エ
、
イ
ノ
ン
ト
ノ
シ
ル
、
ク
ワ
エ
サ
テ
付
ル

一
キ
ズ
ツ
ク
ロ
イ
、
申
候
ヲ
リ
、
目
、
マ
ワ
ス
カ
亦
、
チ
（
血
）
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ナ
ド
ハ
シ
リ
気
ワ
ル
ク
（
悪
）
ワ
、
ア
ヲ
キ
ノ
ネ
（
根
）
ヲ

　
コ

ニ

シ
テ
、
ツ
子
ノ
薬
］
ブ
リ
ホ
ト
、
ノ
マ
（
飲
）
セ
テ
吉
也

　
ヲ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
キ

一
帯
、
ト
キ
、
ヨ
コ
ネ
、
ス
ル
薬
　
　
　
青
木
、
拾
匁

　
ニ
ン
シ
ン
参
、
コ
ニ
シ
テ
、
夏
ハ
水
、
秋
冬
ハ
ヌ
ル
ユ
其
後

帯
、
ヲ
、
ト
キ
、
ワ
キ
ニ
、
ヨ
コ
ネ
ニ
、
サ
セ
テ
モ
、
不
苦

一
カ
メ
ハ
ナ
、
ノ
薬
　
ア
セ
ン
ヤ
ク
四
匁
　
　
ゴ
バ
イ
シ
一
匁

　

タ
ン
ハ
ン
ニ
匁
ヲ
シ
ロ
イ
一
匁
　
ア
ツ
キ
一
匁

　

ア
サ
タ
子
一
匁
ク
モ
ハ
イ
三
ツ
　
ウ
ル
シ
ノ
ク
ロ
ヤ
キ
五
分

　

（九
紙
）

右
コ
ニ
シ
テ
、
ア
サ
シ
ラ
ゲ
ニ
テ
付
ル
也
、
亦
、
コ
マ
（
胡
麻
）
ノ
ア

　
フ

ラ
（
油
）
ニ
テ
モ
吉

　
キ
　
ッ
ケ
　
ノ
　
コ
ト

一
気
付
之
事
　
　
人
参
六
匁
　
　
ホ
ワ
ウ
四
匁

シ
タ
ン
ニ
匁
　
　
コ
セ
ウ
（
胡
椒
）
］
匁
　
　
カ
ン
ソ
ウ
（
甘
草
）
二
匁

　
ロ
ツ
カ
ク
、
ク
ロ
ヤ
キ
少
右
コ
ニ
シ
テ
、
水
ニ
テ
用
也

　
ハ
ラ
ワ
タ
イ
テ
タ
ル
ト
キ
　
　
ウ
シ
ロ

一
腹

腸

出
時
、
後
二
、
ヒ
カ
エ
薬
ノ
事

タ
ウ
コ
マ
（
唐
胡
麻
）
ノ
ミ
、
ヲ
、
皮
ヲ
去
、
コ
ニ
シ
テ
、
ア
マ
リ
ヤ
ウ

ノ
中
ヘ
マ
セ
、
キ
ヅ
ノ
、
ク
チ
ノ
、
ウ
シ
ロ
、
ノ
、
ト
ヲ
リ
ニ
、

付
也
、
亦
ウ
シ
ロ
、
ニ
ハ
、
ワ
キ
ニ
テ
、
ギ
シ
ヤ
ク
、
ヲ

タ
ツ
ル
モ
ノ
也

一
ム

シ
、
シ
ヤ
ク
、
テ
ヲ
イ
、
ナ
ト
ノ
、
煩
、
ム
子
工
、
ツ
キ

上

タ
ル
ニ
、
ヨ
キ
薬
ノ
事

（裏
）

コ

セ

ウ
（
胡
椒
）
二
匁
　
コ
ウ
ボ
ク
（
香
木
）
拾
匁
　
　
コ
ワ
ウ
レ
ン
五
匁

右
、
コ
ニ
シ
テ
、
丸
、
ユ
ニ
テ
、
五
拾
粒
ツ
・
、
一
日
二
、
三
ト
（
度
）
用

也
一
テ

ヲ
イ
ノ
、
ハ
ラ
ノ
中
、
ツ
マ
リ
候
ハ
・
、
シ
ュ
キ
（
腫
気
）
サ
ス
、
大
事

ア
リ
、
其
時
少
、
下
ヲ
用
也
、
八
・
、
社
　
駿
顯
ニ
ル

大

ワ
ウ
（
大
黄
）
二
匁
　
　
カ
ン
キ
ヤ
ウ
四
匁
　
　
右
コ
ニ
シ
テ
、
丸
、
用

下

リ
、
カ
ネ
バ
、
セ
キ
セ
ウ
、
ヲ
、
セ
ン
シ
、
其
後
、
下
薬

　
ヲ
用
、
是
モ
五
リ
ウ
（
粒
）
二
、
　
一
リ
ウ
（
粒
）
、
ホ
ト
ハ
、
ユ
ニ
テ
、

一
テ

ヲ
イ
内
薬
　
イ
ノ
ン
ト
ノ
ミ
　
　
カ
ラ
キ
ビ
少

　
ア

ヲ
キ
大
　
セ
ン
キ
ウ
少
　
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
少

チ

ワ
ウ
大
　
　
右
セ
ン
シ
用

一
バ

ク
サ
ノ
薬
、
ノ
ト
（
咽
）
ノ
イ
タ
ミ
（
痛
）
、
イ
ツ
レ
ニ
モ
、
ヨ
キ
、
也

丁
子
少
　
　
ア
イ
ロ
ン
大
　
セ
キ
リ
ウ
ヒ
　
　
コ
セ
ウ
（
胡
椒
）
少

（十
紙
）

右
キ
サ
ミ
、
（
刻
）
サ
カ
ツ
キ
、
二
、
サ
ケ
三
ハ
イ
、
入
テ
、
一
ハ
イ
ニ

セ

ン

シ
テ
、
フ
ク
ミ
（
含
）
候
、
内
工
、
シ
ル
、
イ
ラ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
ソ

ト
（
外
）
エ
ハ
、
キ
、
イ
タ
ス
也
、
一
日
二
、
三
ド
ツ
・
、
亦
イ
ツ

レ
ニ
モ
、
カ
ウ
く
ト
、
セ
ン
シ
ツ
メ
、
ト
リ
ノ
ハ
ニ
テ

　
ハ
ノ
マ
ワ
リ
（
周
）
二
、
ヌ
ル
也

一
ア
ヲ
カ
ウ
ヤ
ク
　
　
タ
バ
コ
ノ
シ
ル
　
ニ
升

ヤ

シ
ヲ
ノ
ア
ブ
ラ
、
一
升
　

ロ

ウ
百
拾
匁

ワ
カ
ノ
ア
ブ
ラ
　
ニ
十
匁
　
右
一
ツ
ニ
シ
テ
、
少
、
ア
ワ
セ
テ

ヌ

ノ
（
布
）
、
ニ
テ
、
コ
ス
、
ミ
ズ
ケ
、
ナ
キ
、
ト
キ
、
ロ
ウ
ヲ
入

一
ハ

ス
、
マ
メ
ガ
サ
、
キ
ズ
ナ
ト
ノ
、
イ
エ
カ
子
タ
ル
ト

キ
、
チ
ヲ
ト
リ
テ
、
用
入
薬
ナ
リ

白
サ
タ
ウ
（
砂
糖
）
半
ギ
ン
（
斤
）
　
　
コ
ヲ
リ
サ
タ
ウ
（
氷
砂
糖
）

　
（
裏
）

コ

ヲ
リ
サ
タ
ウ
、
ナ
ク
ハ
、
ク
ロ
サ
タ
ウ
（
黒
砂
糖
）
、
ヨ
シ
、

　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン

右
二
味
ニ
テ
、
一
斤
入
、
サ
タ
ウ
、
ヲ
ケ
ニ
、
水
拾
八

ハ
イ
入
テ
、
五
ハ
イ
（
杯
）
二
、
セ
ン
シ
、
サ
テ
、
ア
ヲ
キ
ノ
ネ

カ
ワ
ヲ
、
サ
リ
、
人
参
二
匁
　
ベ
ニ
バ
ナ
（
紅
花
）
六
匁

右
三
色
入
テ
、
セ
ン
シ
、
亦
ニ
ハ
イ
半
二
、
セ
ン
シ
、
ザ
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ク
ロ
ノ
ミ
ヲ
、
三
ツ
ホ
ト
、
入
、
サ
テ
、
ヌ
ノ
ニ
テ
、
コ
シ

ホ
・
二
入
、
イ
キ
ヲ
、
コ
メ
テ
、
ヒ
ヤ
ス
也
　
ザ
ク
ロ
ノ
ミ

チ
イ
サ
ク
ハ
、
四
ツ
ホ
ト
、
入
也
　
上
ノ
カ
ワ
ヲ
、
サ
リ

ミ
ヲ
、
三
十
入
也
、
ザ
ク
ロ
ナ
ク
ワ
、
ヨ
キ
ス
（
良
酢
）
ニ
テ

モ
、
ヨ
シ
、
此
薬
、
水
ニ
テ
、
ト
キ
、
ハ
マ
ク
リ
ガ
イ
（
貝
）

　
一
ツ
ホ
ト
、
用
ル
也

一
耳
ノ
、
ウ
ツ
キ
（
疾
）
、
ハ
レ
（
腫
）
ヲ
、
ヨ
ク
ス
ル
薬

　

（十
一
紙
）

ス

シ

サ

バ

ノ
、
目
ヲ
、
ト
リ
イ
ダ
シ
、
ニ
ツ
ニ
、
ワ
リ
、
カ

ウ
セ
ン
ノ
ア
ブ
ラ
ニ
テ
、
子
リ
、
カ
ミ
ニ
テ
、
ボ
ン
ボ

リ
（
雪
洞
）
ヲ
シ
テ
、
サ
キ
ニ
ツ
ケ
、
ミ
・
二
入
也

ム
エ

コ
、
エ
ン
テ
、
白
キ
、
カ
ウ
、
ヤ
ク
（
膏
薬
）

一
コ

マ

ノ
ア
ブ
ラ
、
ヤ
シ
ヲ
、
　
ロ
ウ
、
　
フ
ル
キ
、
マ
ツ
ヤ
ニ
少

入
子

リ
、
合
、
キ
ス
　
シ
ュ
物
　
　
ウ
ミ
ス
イ
ニ
、
吉

ム

エ

コ
、
エ
ン
テ
ン
、
ア
ナ
、
ウ
メ
、
カ
ウ
ヤ
ク

一
コ

マ

ノ
ア
ブ
ラ
、
ヤ
シ
ヲ
、
ロ
ウ
、
ア
イ
ロ
ン

ク
モ
ノ
ア
ブ
ラ
、
タ
ン
、
カ
ス
カ
ラ
少

ム

エ

コ
、
エ
ン
テ
、
コ
ロ
リ
ト
、
イ
エ
薬

一
コ

マ

ノ
ア
ブ
ラ
、
タ
モ
ノ
ア
ブ
ラ
、
ヤ
シ
ヲ

　
タ
ン
ハ
ン
、
タ
ン
、
ロ
ウ
、
ア
イ
ロ
ン

　
（
裏
）

此
カ
ウ
ヤ
ク
（
膏
薬
）
、
ワ
、
シ
ュ
モ
ツ
（
腫
物
）
ニ
ク
（
肉
）
、
ヲ
、

　
イ
エ

　
シ
・
、
モ
、
ア
ク
ル
也

　
△
大

ウ
ミ
ス
イ
、
コ
ウ
ヤ
ク

一
コ

マ

ノ
ア
フ
ラ
　
ト
ウ
ゴ
マ
ノ
ア
ブ
ラ
　
ヤ
シ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
タ
バ
コ

　
ロ

ウ
、
タ
ン
ハ
ン
少
　
ア
サ
シ
ラ
ケ
　
　
此
シ
ル
ニ
テ
、
子
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ス
ノ
ハ

キ
リ
、

△
三

ツ
、
・
、
ツ
ク
昇
、
ヤ
ウ
ノ
事
沙
穆
。
チ
ニ

一
ハ

タ
カ
ム
ギ
　
拾
五
匁
　
コ
ム
キ
　
拾
五
匁
　
　
ヨ
ク
、
ア
ラ
井

水
三
升
入
テ
、
天
目
二
、
一
ハ
イ
、
ヨ
キ
、
サ
ケ
ヲ

天

目
二
、
七
分
入
テ
、
本
ノ
段
ニ
ナ
ル
ポ
ト
ニ
、
セ
ン

シ
、
ツ
メ
、
サ
テ
、
亦
ニ
ウ
カ
ウ
、
一
匁
コ
ニ
シ
テ
、
マ
ヘ

カ
ト
ノ
ア
ブ
ラ
ノ
、
中
工
入
、
布
ニ
テ
、
コ
シ
（
漉
）
、
ツ
ボ
ニ

入

テ
、
ヨ
ク
、
ロ
ヲ
シ
、
水
二
入
テ
、
イ
カ
ニ
モ
、
イ

（十
二
紙
）

キ
（
息
）
ヲ
、
コ
メ
（
込
）
テ
置
也
　
ヤ
シ
ヲ
ノ
ア
ブ
ラ
、
ナ
ク
ハ
、

　
コ
マ
ニ
テ
モ
、
ヨ
キ
也

　
△
三
ツ
、
口
、
ツ
ク
ロ
井
、
ヤ
ウ
ノ
事

一
先
両
ノ
ワ
キ
少
ツ
・
、
キ
リ
テ
、
三
所
ヌ
ウ
（
縫
）

テ

其
上
二
、
井
カ
ニ
モ
、
フ
ル
キ
布
、
シ
ホ
ケ
（
塩
気
）
ノ

ナ
キ
ヲ
、
ク
チ
ノ
、
ハ
“
、
タ
ケ
ニ
少
、
ヒ
ロ
ク
、
キ
ツ
テ

薬
ア
フ
ラ
、
ヲ
、
付
少
サ
マ
シ
、
ヌ
ウ
タ
ル
上
ニ

　
ニ
ヘ
ン
、
キ
セ
、
其
上
二
、
マ
タ
、
ヨ
キ
、
サ
ケ
ヲ
、
ア
タ
・
（
温
）
メ

シ
ラ
、
ヌ
ノ
（
白
布
）
、
二
、
シ
メ
シ
（
湿
）
、
一
ヘ
ン
、
キ
セ
、
其
上
二
亦

タ
マ
コ
（
卵
）

　
ヲ
、
ワ
リ
、
白
キ
所
バ
カ
リ
ヲ
、
サ
ラ
（
皿
）
二
、
ウ
ツ
シ
、
カ

　
ミ
（
紙
）
ニ
テ
、
シ
メ
シ
、
一
ヘ
ン
、
キ
セ
ル
也
、
合
シ
テ
、
サ
カ
シ

　

ヲ
、
カ
ミ
ヲ
、
ヲ
ク
也

　

（裏
）

　

ヌ
イ
、
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
、
ニ
ク
、
ト
、
カ
ワ
ノ
、
間
ヲ
、
ス
ク

　
イ
、
ヌ
イ
ニ
、
ヌ
ウ
也
、
其
糸
ヲ
、
ト
ク
、
ト
キ
ハ

　

キ
リ
、
タ
ル
、
日
ヨ
リ
、
三
日
メ
ニ
、
中
ノ
イ
ト
ヲ
、
キ
リ

　

テ
、
ト
ル
也
、
四
日
メ
ニ
ハ
、
上
ノ
イ
ト
ヲ
、
キ
リ
テ

　
ト
ル
也
、
五
日
メ
ニ
下
ノ
井
ト
ヲ
、
キ
リ
テ
、
ト
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リ
、
フ
タ
ヲ
、
付
、
カ
ユ
ル
ナ
リ
、
其
時
、
サ
ケ
ヲ

　
ァ

タ
・
メ
、
カ
ミ
ニ
、
シ
メ
シ
、
マ
エ
、
カ
ト
ノ
、
ツ
ケ
タ
ル
薬

　
ヲ
、
ヒ
ヤ
（
冷
）
カ
シ
、
ソ
ロ
く
ト
、
取
テ
、
亦
薬
ヲ
ア

タ
・
メ
、
マ
エ
カ
ト
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
シ
テ
、
付
也
、
此
人
ニ
ハ

三

日
四
日
ノ
間
ハ
、
ワ
リ
（
割
）
ノ
カ
ユ
（
粥
）
ヲ
、
ク
ワ
セ
、
ハ
ラ
ミ

タ
ル
、
女
ヲ
ヨ
セ
ス
也
、
井
ト
ワ
、
ク
ワ
コ
（
桑
子
）
ノ
イ
ト
、

ナ
リ
、
ト
ウ
井
ト
、
モ
、
ク
ル
シ
カ
ラ
ス

　

（十
三
紙
）

一
キ
ス
、
井
タ
ミ
ノ
、
時
、
ノ
、
引
薬
也
、
イ
ノ
ン
ド

タ
ウ
ゴ
マ
、
ア
サ
シ
ラ
ケ
、
ア
ヲ
キ
バ
、
ヲ
バ
コ

ウ
井
キ
ヤ
ウ
　
ヤ
サ
ホ
ウ
、
此
、
シ
ル
ヲ
、
カ
ス
（
宰
、
1
）
ノ

ナ
キ
ヤ
ウ
（
無
様
）
二
、
シ
ボ
リ
テ
、
ア
カ
カ
子
（
赤
銅
）
、
ナ
ベ
（
鍋
）
、

　
ニ
テ
井
レ
、
セ
ン
シ
、
ミ
ヤ
ウ
ハ
、
火
ニ
ク
ベ
テ
、
バ
ツ
ト
タ
ツ

ガ
、
ヨ
シ
、
ツ
ホ
ニ
、
入
、
ヤ
シ
ヲ
、
ヲ
サ
シ
テ
置
也

一
キ
ズ
、
ヌ
イ
、
ヤ
ウ
ノ
、
コ
ト
、
一
寸
、
五
分
ノ
、
キ
ズ
、
ヲ
バ
、

五
分
、
カ
ケ
テ
、
ヌ
ウ
也
、
サ
テ
、
サ
イ
テ
、
ヲ
、
入

ア

イ
ロ
ン
、
ヲ
、
カ
ケ
、
マ
ヅ
、
チ
ヲ
、
ト
ム
ル
也
、
ニ
ク
ト

カ
ワ
ノ
、
ア
イ
ヲ
、
ヌ
ウ
、
モ
ノ
也
、
フ
カ
サ
、
二
寸
ノ

キ
ズ
、
ナ
ラ
バ
、
七
分
、
カ
ケ
テ
、
ヌ
ウ
也
、
イ
ト
ノ

ト
メ
、
ヤ
ウ
ハ
、
モ
ヂ
リ
、
ト
メ
ニ
ト
メ
、
ル
也
、
ハ
シ
一
寸
ホ
、

　
（
裏
）

ト
ツ
・
ダ
シ
テ
、
井
ト
ヲ
、
キ
ル
也
、
イ
ト
ワ
、
ク
ワ

ゴ

（桑
子
）
ノ
、
井
ト
也
、
其
上
二
、
白
カ
ウ
ヤ
ク
、
ヲ
、
カ
ミ
ニ

付
置
、
三
日
ノ
、
チ
、
ホ
ト
キ
ノ
、
ヲ
リ
ニ
ハ
、
井
ト
ヲ

キ
リ
、
サ
テ
、
其
後
、
イ
キ
、
イ
テ
、
申
ト
キ
、
ワ

ア

カ
キ
、
カ
ウ
ヤ
ク
ヲ
、
サ
イ
テ
ニ
、
ヌ
リ
、
ヲ

　
ク
（
奥
）
へ
入
也
、
マ
エ
、
カ
ト
ノ
、
ヤ
ウ
ニ
、
ノ
チ
ニ
ハ
、
ス
ベ
し

一
コ

ブ
、
ワ
リ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
、
マ
ツ
、
十
文
ヂ
ニ
、
ワ
リ

　
其
後
カ
ギ
ニ
、
カ
ケ
、
キ
リ
、
マ
ワ
シ
テ
、
ト
ル
也

　
ア

ク
、
ニ
ク
、
ノ
コ
リ
、
タ
ラ
バ
、
ヤ
キ
、
力
子
（
焼
鉄
）
、
ヲ
、
ア
ツ
ル

　
ナ
リ
、
其
中
工
、
ア
イ
ロ
ン
、
ヲ
、
ウ
チ
、
サ
イ
デ
ヲ

丸
ク
シ
テ
、
本
ノ
コ
ブ
ヨ
リ
ハ
リ
、
上
、
ヌ
ウ
也

其
後
、
イ
ト
ヲ
、
キ
リ
、
サ
イ
テ
ヲ
、
ト
リ
、
イ

　

（十
四
紙
）

　

ダ
シ
、
亦
、
サ
カ
シ
ホ
ニ
テ
、
ア
ラ
井
、
サ
イ
テ
ヲ

　

ウ
ス
ク
カ
ケ
、
ア
イ
ロ
ン
ヲ
カ
ケ
、
カ
ウ
ヤ
ク

　

ヲ
ハ
リ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ノ
、
タ
マ
ゴ
ヲ
、
カ
ミ
ニ
、
ヌ
リ
、
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ア
ナ
」

其
上
工
、
サ
カ
シ
ヲ
、
カ
ミ
ヲ
モ
、
ヲ
ク
中
二
〇
イ
、

　
テ

キ
ハ
、
ア
カ
キ
、
カ
ウ
ヤ
ク
、
ヲ
、
サ
イ
テ
ニ

　
ヌ
リ
、
中
工
入
也
、
其
上
工
、
右
ノ
段
二
仕
上

但
キ
ン
サ
ウ
、
モ
、
シ
ュ
モ
ツ
モ
、
同
前
也

一
デ

カ
ケ
、
チ
ヤ
ウ
、
ナ
ト
ハ
、
中
二
、
キ
ウ
ヲ
、
廿
、
ホ

ト
、
ス
ル
、
モ
ノ
也
、
ソ
レ
、
ヨ
リ
、
内
ニ
テ
モ
、
ク
ル
シ
、
カ

ラ
ス
、
其
時
、
ク
ロ
薬
ヲ
、
ス
、
ア
サ
シ
ラ
ケ

ノ
、
シ
ル
、
等
分
二
、
シ
テ
、
四
方
ヨ
リ
、
引
也
、
ク

チ

（
口
）
、
イ
テ
キ
、
タ
ラ
バ
、
ア
ヲ
キ
、
カ
ウ
ヤ
ク
、
ヲ

　

（裏
）

ク
チ
ニ
付
、
ナ
ヲ
ス
ナ
リ
、
但
モ
ヤ
ウ
ニ
、
ヨ
リ
、
イ

ツ
モ
ノ
段
二
、
ス
ル
コ
ト
モ
、
ア
リ
、
フ
チ
、
タ
カ
ク
ハ
、

ヒ
キ
、
刀
ヲ
、
ア
テ
レ
ハ
、
サ
ガ
ル
也
、
但
、
サ
・
バ
リ

　
モ
、
ク
ル
シ
カ
ラ
ス

一
サ

ウ
、
ジ
テ
、
シ
ュ
モ
ツ
、
ナ
ヲ
シ
、
ヤ
ウ
ノ
、
コ
ト
、

ク
ロ
薬
ヲ
、
一
ヘ
ン
、
ヌ
レ
ハ
、
ウ
メ
ハ
、
腫
ル
、
チ
レ
ハ
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其
マ
・
、
チ
ル
、
腫
ル
ト
、
ミ
タ
ラ
バ
、
中
へ
、
ク
チ
ヲ

ア
ケ
、
ア
井
ロ
ン
ヲ
、
生
ニ
テ
、
カ
ケ
、
白
、
カ
ウ
ヤ
ク

ヲ
、
付
置
也
、
三
日
斗
ニ
ワ
、
下
、
モ
ノ
也
、
ソ
ノ

時
、
イ
ツ
モ
ノ
段
二
、
シ
カ
ク
ル
、
モ
ノ
也

一

フ
キ
薬
　
タ
ン
ハ
ン
、
コ
マ
カ
ニ
、
ヲ
ロ
シ
、
能
米
ノ
ス
ニ

テ
、
天
目
二
、
一
ハ
イ
ノ
内
工
、
右
ノ
薬
二
分
、
ア
テ
ニ

（十
五
紙
）

加
、
カ
キ
、
タ
テ
、
水
ハ
ヂ
キ
ニ
、
入
、
申
也
、
是
ハ

シ
ュ
モ
ツ
、
イ
ノ
、
フ
エ
、
ク
サ
リ
、
イ
リ
、
タ
ル
、
カ
、
イ

　
マ
タ
、
ク
サ
ラ
ヌ
カ
、
ヲ
、
ミ
ル
、
ク
ス
リ
也

　

（裏
）

一
大

ワ
ウ
　
　
ニ
ン
ド
ウ
　
ク
ヌ
キ
　
　
　
カ
ン
ザ
ウ

　
ワ
ウ
レ
ン
　
　
ワ
ウ
ゴ
ン
　
セ
ン
キ
ウ
　
　
レ
ン
ギ
ヤ
ウ

ヂ

ン
カ
ウ
　
　
ヨ
ワ
キ
物
ニ
ハ
、
人
参
ヲ
加
エ
ベ
シ

＝
一
シ
ュ
ノ
薬
　
大
カ
メ
ノ
頭
　
杉
ノ
ヒ
テ
、
真
羽

イ
ツ
レ
モ
、
ク
ロ
ヤ
キ
、
ヲ
シ
ロ
イ
少

此
薬
、
カ
ミ
ノ
ア
ブ
ニ
テ
、
子
リ
テ
、
付
ル
也

　
キ
シ
ユ

一
気
腫
、
カ
サ
ケ
ノ
、
内
薬
、
ブ
ク
リ
ウ
一
匁

人
参
一
匁
　
　
ゴ
シ
ツ
一
匁
　
　
カ
ン
サ
ウ
一
匁

メ
ウ
ハ
ン
一
匁
五
歩
　
サ
ン
キ
ラ
井
拾
五
匁
　
其
侭

サ
ン

キ
ラ
井
拾
五
匁
　
コ
色
　
同
拾
五
匁
　
ク
ロ
ヤ
キ

右
、
コ
ニ
シ
テ
、
一
フ
ク
ニ
、
八
匁
ツ
・

一
ノ
ト
ケ
、
フ
キ
薬
　
カ
キ
ド
ヲ
シ

　

（十
六
紙
）

ク
マ
タ
カ
ノ
ハ
、
駐
醸
讃
ビ
誌
須
候
ア
井
・
ン

一
ト
ケ
ヌ
キ
薬
　
マ
ユ
ミ
　
カ
キ
ノ
キ
　
ナ
シ
ノ
キ

右
、
ク
ロ
ヤ
キ
ニ
、
シ
テ
、
サ
ケ
、
ニ
テ
、
用
ル
也

一
ク
ジ
キ
ノ
薬
　
シ
ブ
キ
ヤ
ウ
　
汁
郎
≒
テ
　
　
ヲ
シ
ロ
イ
少

コ

ン
ヤ
（
紺
屋
）
ノ
の
り
に
て
、
お
し
合
つ
く
る
也

一
白
シ
タ
ノ
薬
　
ク
ワ
ノ
コ
ケ
、
シ
モ
　
　
ウ
ナ
ガ
ウ
シ
　
黒
ヤ
キ

右
、
コ
、
ニ
シ
テ
、
付
也

一

、
ホ
ネ
ツ
キ
薬
　
　
イ
シ
カ
メ
ノ
カ
ウ
、
二
分

カ
ウ
カ
ノ
木
　
二
分
　
　
イ
タ
メ
カ
ワ
　
三
分

何
モ
、
ク
ロ
ヤ
キ
也
　
ヨ
キ
、
ス
ニ
テ
、
メ
シ
、
ツ
フ
（
飯
粒
）
ヲ
、

一
同
ノ
ミ
薬
　
　
井
シ
ミ
ツ
　
　
カ
ウ
カ
　
　
等
分
ニ

シ
テ
、
サ
ケ
、
ニ
テ
、
用
ル
也

　

（裏
）

一
同
ア
ラ
井
薬
　
ア
ヲ
キ
バ
、
テ
、
一
束
二
、
キ
リ

カ
ウ
カ
ノ
ハ
、
ス
ル
メ
、
壱
枚
、
入
、
セ
ン
シ
申
也

一
カ
ミ
カ
サ
ノ
薬
　
ラ
井
ク
ワ
ン
大
　
セ
ウ
ノ
ブ
（
樟
脳
）
中

ミ
ヅ
カ
子
（
水
銀
）
大
　
右
、
合
、
カ
ミ
ノ
、
ア
ブ
ラ
ニ
テ
、
付
也

此
ヤ

ク
、
ハ
、
ク
ツ
ス
リ
ニ
、
ヨ
キ
也
、
キ
ズ
ノ
、
イ
エ

カ
子
ル
ニ
、
モ
、
ヨ
キ
ナ
リ

一
コ

シ
タ
ノ
薬
　
コ
ブ
　
花
ノ
カ
ス
　
ド
リ
ウ

等
分
二
合
ヘ
シ

　

（十
七
紙
）
奥
紙

②
『
鉄
炮
之
大
事
』
の
考
察

1

守
田
神
社
所
蔵
『
鉄
炮
之
大
事
』
の
特
質

合
付

　
　

（
1
）
　
『
鉄
炮
之
大
事
』
の
構
造

　

こ
れ
ら
の
文
書
群
は
、
一
括
し
て
守
田
神
社
本
殿
内
部
に
黒
箱
に
納
入
さ
れ
て
保

管
さ
れ
、
神
社
総
代
の
下
で
氏
子
会
議
の
許
可
と
同
席
に
よ
っ
て
閲
覧
し
え
た
も
の
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で

あ
る
。
「
南
蛮
流
秘
伝
一
流
」
は
、
綴
葉
装
の
冊
子
で
、
原
状
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
文
書
群
は
す
べ
て
裏
打
紙
に
よ
っ
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
「
天
正
文
書

『第
一
号
』
」
「
文
禄
文
書
『
第
二
号
ロ
』
」
な
ど
の
文
字
は
、
「
信
濃
史
料
」
編
纂
に

と
も
な
う
整
理
や
表
装
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
聞
取
調
査
で
は
、
こ
れ

ら
の
古
文
書
群
は
、
守
田
神
社
の
元
宮
司
屋
嶋
家
か
ら
神
社
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
守
田
神
社
の
宮
司
は
江
戸
時
代
に
は
屋
嶋
氏
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前

は
畠
山
氏
、
そ
の
前
は
佐
々
木
氏
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
屋
嶋
氏
の
子
孫
は
い

ま
も
神
社
に
隣
接
し
て
屋
敷
を
構
え
存
続
し
て
い
る
こ
と
、
表
具
が
い
つ
な
さ
れ
た

か
は

不
明
で
あ
る
こ
と
、
等
が
判
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
古
文
書
群
を
整
理
す
れ
ば
、
天
正
十
九
年
の
も
の
が
二
点
、
文
禄
三
年

の

も
の
が
九
点
、
文
禄
五
年
の
も
の
が
一
点
、
慶
長
十
年
の
も
の
一
点
、
元
和
元
年

の

も
の
一
点
、
で
あ
り
、
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
み
冊
子
本
で
無
年
号
で
は
あ
る

が
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
正
か
ら
元
和
年
間
と
い
う
中
近
世
移
行
期

に

お

け
る
鉄
炮
と
医
術
に
関
す
る
技
術
書
合
計
十
五
点
が
時
代
の
推
移
に
そ
っ
て
作

成
さ
れ
、
相
伝
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
「
天
正
文
書
」
と
さ
れ
た
二
点
は
、
火
薬
の
「
調
合
次
第
」
を
記
し
た

全
く
の
技
術
書
と
、
守
田
明
神
の
祭
文
と
も
い
う
べ
き
呪
術
的
宗
教
的
な
作
法
書
と

が
セ
ッ

ト
で
相
伝
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
九
点
の
文
禄
文
書

に
も
い
え
る
こ
と
で
、
二
点
が
ま
っ
た
く
の
調
合
次
第
の
技
術
書
、
ほ
か
七
点
が
呪

術
的
宗
教
的
要
素
を
も
っ
た
作
法
書
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の

よ
う
に
な
る
。

（年
次
）

天
正
十
九
年

文
禄
三
年

　
　
（
技
術
的
史
料
）

正
月
火
薬
調
合
次
第

火
薬
調
合
次
第
井
作
法

火
薬
調
合
次
第

（作
法
書
）

正
月
吉
日
守
田
明
神
祭
文

鉄
砲
奥
大
事

鉄
砲
位
名
事

鉄
砲
打
様
大
事

文
禄
五
年

慶
長
十
年

元
和
元
年

無
年
号

鉄
砲
大
事

四

方
固
大
事

鉄
砲
立
は

し
大
事

鉄
砲
九

ツ
い
ろ
は
う
た
大
事

人
形
祭
文

不
動
祭
文

鳥
目
當
事

南
蛮
流
秘
伝
一
流

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
集
合
は
、
天
正
か
ら
元
和
年
間
に
か
け
て
作
ら
れ
、
宮

司
屋
嶋
家
に
よ
っ
て
代
々
相
伝
さ
れ
、
守
田
神
社
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
現
在
に

ま
で
至
っ
た
も
の
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
も
、
内
容
面
か
ら
み
る
と
、
天

正
・
文
禄
年
間
の
文
書
に
は
技
術
書
的
性
格
が
強
く
、
慶
長
・
元
和
と
時
代
が
進
む

に
つ
れ
て
、
儀
礼
的
呪
術
的
作
法
書
に
な
っ
て
お
り
、
技
術
の
教
本
化
・
伝
書
化
を

示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　

（
2
）
　
発
現
期
に
お
け
る
鉄
炮
の
技
術
書

　
で

は
、
つ
ぎ
に
、
本
史
料
群
の
鉄
炮
之
大
事
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の

中
で
い
か
な
る
時
代
的
特
質
を
も
つ
も
の
か
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
鉄
炮
の
技
術
書
に
つ
い
て
は
、
宇
田
川
武
久
の
研
究
が
詳
し
い
。
最
新

の

見
解
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
の
炮
術
秘
伝
書
と
し
て
、
永
禄
二
年
鉄
放
薬
方
並
調

合
次
第
（
上
杉
家
文
書
）
、
永
禄
十
二
年
玉
薬
調
合
次
第
（
個
人
蔵
）
、
天
正
十
三
年

玉

こ
し
ら
へ
の
事
（
歴
博
蔵
）
、
文
禄
三
年
鉄
砲
の
大
事
（
守
田
神
社
蔵
）
の
四
点

　
　
　
　
　
（
6
）

を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
管
見
に
及
ん
だ
中
近
世
移
行
期
の
炮
術
秘
伝
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
整
理
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

永
禄
　
二
年
（
一
五
五
九
）
六
月
廿
九
日
鉄
砲
薬
之
方
井
調
合
次
第
上
杉
家
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文
書

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

物
館
所
蔵

天
正

十
九
年
（
一
五
九
こ

文
禄
　
三
年
（
一
五
九
四
）

書慶
長
　
二
年
（
一
五
九
七
）

吉
所
蔵

慶
長
　
四
年
（
一
五
九
九
）

慶
長
　
六
年
（
一
六
〇
一
）

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）

所
荘
吉
所
蔵

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵

慶

長
十
八
年
（
一
六
二
三

館元
和
　
元
年
（
一
六
一
五
）

三

月
十
五
日
　
玉
薬
調
合
次
第
　
所
荘
吉
所
蔵

六

月
吉
日
　
玉
こ
し
ら
え
の
事
　
国
立
歴
史
民
俗
博

正

月
二
十
三
日
　
調
合
次
第
　
守
田
神
社
文
書

二
月
吉
日
　
鉄
砲
之
大
事
ほ
か
九
巻
　
守
田
神
社
文

正

月
吉
日
　
口
薬
方
ほ
か
（
田
付
流
秘
伝
書
）
所
荘

六

月
吉
日
　
求
中
集
五
巻
　
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵

十
一
月
九
日
　
目
当
定
　
　
大
日
本
史
料
十
二

七

月
吉
日
　
一
返
一
流
書
・
極
意
書
・
大
極
意
書

三

月
吉
日
　
鉄
砲
放
様
目
録
（
稲
富
流
秘
伝
書
）
国

八
月
吉
日
　
初
学
抄
（
宇
多
流
）
　
東
京
国
立
博
物

二
月
吉
日
　
鳥
の
目
当
事
　
　
守
田
神
社
文
書

　

こ
の
表
か
ら
時
期
区
分
が
で
き
、
第
一
段
階
は
、
永
禄
二
年
の
初
見
史
料
か
ら
天

正
十
九
年
の
も
の
ま
で
、
す
べ
て
火
薬
の
調
合
次
第
を
記
し
た
技
術
書
で
あ
る
。
こ

れ

は
、
鉄
砲
の
使
用
に
と
っ
て
絶
対
不
可
欠
な
火
薬
の
調
合
法
を
伝
達
す
る
こ
と
が
、

第
一
段
階
の
伝
書
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
基
本
技
術
は
単
純
な
調
合
次
第
と
し
て
、
技
術
知
識
の
み
が
単
独
で

相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
き
わ
め
て
実
用
主
義
的
な
技
術
体
系
の
伝
播

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
戦
国
期
の
軍
役
賦
課
の
古
文
書
に
も
火
薬
調
合
に
つ
い
て
の

指

示
が
あ
る
こ
と
も
、
「
も
の
」
と
し
て
の
鉄
炮
と
と
も
に
火
薬
調
合
が
伝
授
さ
れ

て

い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
呪
術
的
性
格
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
よ

・
つ
。

　
第
二
段
階
は
、
文
禄
か
ら
慶
長
年
間
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
鉄
炮
の
取
扱
い
方
と

火
薬
調
合
法
が
作
法
と
し
て
体
系
化
し
、
伝
書
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
正
月
吉
日
　
口
薬
方
の
田
付

流
秘
伝
書
（
所
荘
吉
所
蔵
）
が
も
っ
と
も
古
く
、
次
い
で
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
の
「
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

中
集
」
も
や
は
り
、
近
江
国
田
付
村
出
身
の
田
付
兵
庫
助
景
澄
の
著
作
と
さ
れ
る
。

慶
長
六
年
十
一
月
九
日
に
稲
富
一
夢
が
岡
本
半
介
に
宛
て
た
「
目
当
定
」
も
、
慶
長

十
二
年
の
稲
富
一
夢
直
家
の
著
作
で
あ
る
＝
流
一
返
之
書
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と

　
（
9
）

い
う
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
守
田
神
社
所
蔵
の
文
禄
二
年
鉄
砲
大
事
ほ
か
九
巻
が
、

体
系
化
さ
れ
ま
と
ま
っ
た
文
書
群
と
し
て
は
も
っ
と
も
最
古
の
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
鉄
炮
技
術
の
体
系
化
と
教
育
知
識
の
相
対
化
は
、
戦
国
時

代
で

は
な
く
そ
れ
よ
り
も
お
く
れ
て
、
文
禄
・
慶
長
年
間
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
ま
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
守
田
神
社
の
文
禄
三
年
鉄
炮
之
大
事
は
、
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
る
鉄
炮
師
の
田
付
流
や
稲
富
流
の
伝
書
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
り
、

全
国
最
古
の
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
天
正
・
文
禄
・
慶
長
・

元

和
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
相
伝
書
が
残
存
し
て
お
り
、
中
近
世
移
行
期
の
炮
術
秘
伝

書
の
成
立
過
程
と
そ
の
変
遷
が
わ
か
る
伝
書
群
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
炮
術
秘
伝
書
は
、
宇
多
流
・
稲
富
流
な
ど
い
ず
れ
も
江

戸
初
期
の
炮
術
師
・
武
士
層
に
伝
来
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

守
田
神
社
所
蔵
の
鉄
炮
之
大
事
は
、
在
地
寺
社
の
神
主
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、

「守
田
山
別
当
」
「
モ
リ
タ
ノ
明
神
」
な
ど
の
記
述
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
験
者

に
相
伝
さ
れ
た
炮
術
秘
伝
書
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
国
末

期
か
ら
慶
長
・
元
和
年
間
に
か
け
て
、
鉄
炮
と
い
う
最
新
技
術
が
大
名
権
力
に
よ
っ

て

上
か

ら
再
編
成
さ
れ
た
流
れ
と
は
別
に
、
民
間
の
在
地
世
界
の
中
で
修
験
者
に

よ
っ
て
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
戦
争
の
殺
人
技
術
と
し
て
よ
り
は
、
鳥
獣

の

狩
猟
技
術
と
し
て
の
鉄
炮
技
術
が
伝
達
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
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井原今朝男［中近世移行期の「鉄炮之大事』・『南蛮流秘伝一流』にみる技術と呪術］

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
者
を
大
名
権
力
に
編
成
さ
れ
た
技
術
体
系
と
い
え
る
の

に

対
し
て
、
後
者
は
民
間
の
在
地
世
界
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
生
業
の
た
め
の
技
術
体

系
と
概
念
化
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
は
、
江
戸
時
代
の
民
間
鉄
砲
を
狩
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

や

鳥
獣
駆
除
の
道
具
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
塚
本
学
の
視
点
に
も
つ
ら
な
る

問
題
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
『
鉄
炮
之
大
事
』
は
在
地
の
民
間
に
お
い
て
今
日
ま
で

相
伝
さ
れ
た
鉄
炮
技
術
書
と
い
え
よ
う
。

2

鉄
炮
之
大
事
に
み
る
技
術
と
呪
術
の
二
面
性
の
特
質

　
　

（
1
）
　
調
合
次
第
の
技
術
論

　
こ
れ
ま
で
、
鉄
炮
技
術
を
示
し
た
も
の
で
最
古
の
文
書
は
、
上
杉
家
文
書
の
永
禄

二
年
（
一
五
五
九
）
六
月
廿
九
日
「
鉄
炮
薬
之
方
井
調
合
次
第
」
で
あ
る
。
こ
の
文

書

は
、
室
町
将
軍
家
の
奉
行
人
大
舘
晴
光
副
状
と
と
も
に
将
軍
義
輝
か
ら
上
杉
謙
信

に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
公
方
御
蔵
で
あ
っ
た
籾
井
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
巻
首
の
部
分
は

　

鉄
放
薬
之
方
井
調
合
次
第

一

、
ゑ
ん
せ
う
　
二
両
二
分
、

一

、
す
み
　
↓
分
二
朱
、

一

、
い
わ
う
　
一
分

又
一

、
ゑ
ん
せ
う
　
一
両
二
分

一

、
す
み
　
一
分

一

、
い
わ
う
　
三
朱
」

末
尾
は

「猶
口
伝
籾
井
に
申
含
候
也
、

以
上
」

と
あ
る
。
こ
の
「
籾
井
」
に
注
目
し
た
の
は
、
永
原
慶
二
で
あ
る
。
永
原
は
、
籾
井

が
足
利
将
軍
家
の
公
方
御
蔵
で
、
た
だ
一
人
俗
体
で
奉
行
的
性
質
を
も
っ
た
人
物
で

あ
っ
た
と
し
、
こ
の
調
合
次
第
を
上
杉
謙
信
に
も
た
ら
し
た
人
物
こ
そ
が
こ
の
秘
伝

書
に
み
え
る
籾
井
で
あ
り
、
彼
は
「
足
利
将
軍
の
使
者
で
あ
り
、
文
書
の
発
信
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

将
軍
義
輝
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
室
町
期
の
籾
井
に
つ
い

て

は
、
久
を
通
字
と
す
る
一
門
で
、
大
木
・
井
原
・
芝
山
ら
の
被
官
を
か
か
え
、
土

倉
で
公
方
御
蔵
だ
け
で
は
な
く
、
御
料
所
の
代
官
で
あ
り
、
細
川
な
ど
の
吹
挙
で
寺

領
公
文
職
な
ど
を
補
任
さ
れ
、
勘
合
符
や
金
印
の
管
理
に
あ
た
り
、
貿
易
・
商
業
・

流
通
活
動

に
も
関
与
す
る
国
人
的
性
格
を
も
っ
た
家
政
権
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
た
こ
と
が
あ
る
。
籾
井
の
家
政
権
力
は
、
商
売
物
の
商
業
流
通
や
幕
府
や
寺
社
領

な
ど
の
領
主
財
政
・
年
貢
出
納
関
係
に
従
事
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
債

務
・
貸
借
関
係
や
貿
易
・
外
交
関
係
に
も
関
与
し
、
鉄
炮
や
火
薬
調
合
と
い
う
最
先

端
の
技
術
革
新
の
相
伝
・
伝
達
に
関
与
し
、
将
軍
家
と
戦
国
大
名
と
の
政
治
交
渉
の

奥
深
い
機
密
事
項
に
も
関
与
し
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
先
物
買
い
投
資
と

冒
険
商
人
的
性
格
を
濃
厚
に
も
っ
た
人
物
が
畿
内
の
国
人
層
か
ら
成
長
し
た
の
で
あ

り
、
こ
の
時
代
特
有
の
性
格
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
、
堺
・
博
多
・

敦
賀
・
品
川
な
ど
の
よ
う
な
地
方
都
市
の
豪
商
や
商
人
頭
な
ど
が
搬
出
し
て
い
っ
た

の

で
あ
る
。

　
守
田
神
社
文
書
の
天
正
十
九
年
の
史
料
も
、
そ
の
文
書
様
式
が
こ
の
上
杉
家
文
書

と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
天
正
文
書
は
、
も
っ
と
も
早
い

時
期
に
鉄
炮
に
必
要
不
可
欠
な
火
薬
製
造
法
を
記
し
た
純
粋
な
技
術
書
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
戦
闘
用
の
鉄
炮
の
使
用
に
と
っ
て
、
火
薬
の
調
合
次
第
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
鉄
砲
は
無
用
の
長
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
戦
闘
準

備
が
急
務
で
あ
る
ほ
ど
、
火
薬
調
合
次
第
は
純
粋
に
技
術
的
な
も
の
と
し
て
伝
達
・

普
及
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
中
世
で
は
技
術
は
技
術
の
み
で
相
伝
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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（
2
）
　
和
歌
に
よ
る
神
聖
・
呪
術
性
の
付
与

　

こ
の
技
術
書
と
し
て
の
火
薬
調
合
次
第
と
セ
ッ
ト
で
、
天
正
十
九
年
正
月
吉
日
の

日
付
け
を
も
つ
守
田
明
神
祭
文
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
和
歌
で
あ
り
、

呪
文
文
言
や

梵
字
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
「
ユ
メ
ノ
チ
カ
イ
ノ
大
事
」

u
夢
の
誓
い
大
事
や
「
可
秘
」
と
あ
る
よ
う
に
、
短
歌
に
よ
る
呪
文
や
誓
文
で
あ
り
、

秘
密
性
を
強
調
し
て
い
る
。
「
シ
ヤ
ク
チ
ヤ
ウ
」
は
錫
杖
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

天
正
文
書
は
「
清
浄
心
」
・
「
三
實
」
・
「
六
波
羅
密
」
・
「
菩
薩
」
な
ど
の
仏
教
的
要
素

と
和
歌
と
が
混
在
し
た
呪
術
誓
文
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
夢
の
誓
い
大
事
」
と

は
、
夢
想
の
な
か
で
明
神
が
読
ま
れ
た
誓
文
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
守

田
明
神
の
誓
文
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
「
三
返
ツ
・
」
と
あ
る
ご
と
く
、
山
伏
ら
の

呪
文
と
し
て
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
世
で
は
、
短
歌
・
連
歌
は
、
法
楽
和
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
神
仏
と
人
と
が

夢
を
通
じ
て
交
感
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
連
歌
と
夢
記
と
は
よ
く
セ
ッ
ト
で
記
録
に

登
場
す
る
（
『
康
富
記
』
『
親
孝
日
記
』
等
）
。
和
歌
・
連
歌
と
夢
想
と
は
、
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
藤
原
綱
光
も
北
野
社
一
万
句
で
夢
想
で
拾
物
に
お
け
る
第
三
作
の
担

当
に
命
じ
ら
れ
た
と
し
て
、
法
楽
連
歌
百
韻
を
沙
汰
し
て
い
る
（
『
綱
光
公
記
』
文

安
五
年
八
月
十
五
日
・
廿
四
日
条
）
。
文
学
の
呪
術
化
・
神
秘
化
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
か

ら
、
中
世
末
期
に
火
薬
調
合
次
第
は
、
連
歌
・
和
歌
に
よ
っ
て
神
仏
と
交

感
す
る
神
秘
的
世
界
と
一
体
に
な
っ
て
相
伝
さ
れ
た
世
界
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

わ

か

る
。
守
田
神
社
に
は
、
こ
の
鉄
炮
之
大
事
と
は
別
に
和
歌
短
冊
が
伝
来
す
る
。

金
砂
子
・
銀
砂
子
散
ら
し
、
金
泥
下
絵
、
銀
泥
遣
霞
の
短
冊
に
つ
ぎ
よ
う
に
あ
る
。

「思
ひ
あ
れ
は
、

袖
に
、
ほ
た
る
を
、
つ
つ
み
て
は
、

　
い

は
く
や
物
を
、
と
ふ
人
も
な
し
」

　
極
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
割
丸
印
　
勅
筆
　
　
（
破
損
）
　
院
　
方
形
印
（
禁
山
印
）

思
ひ

あ
れ
は
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
古
筆
家
の
鑑
定
書
で
あ
る
。
院
の
名

前
を
わ
ざ
と
破
損
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
国
学
高
揚
期
か
戦
争
中
の
国
家
神
道
期

に

な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
守
田
神
社
が
こ
う
し
た
上
皇
の
和
歌
短
冊
を
相

伝
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
中
世
の
法
楽
和
歌
が
神
社
と
強
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い

た
歴
史
的
伝
統
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
も
、
天
正
十
九
年
守
田
神
社
祭
文
が
短
歌
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
鉄
炮
の

伝
書
を
神
の
法
楽
和
歌
に
よ
っ
て
権
威
つ
け
よ
う
と
す
る
中
世
的
世
界
観
の
存
在
を

示

し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　

（
3
）
　
密
教
に
よ
る
神
秘
性
・
呪
術
性
の
強
化

　
文
禄
二
年
の
鉄
炮
之
大
事
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
和
歌
や
連
歌
に
よ
る
神
秘
化
・

呪
術
化

は
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、
密
教
思
想
や
陰
陽
道
的
思
想
に
よ
る
呪
術
化
・
神

秘
化
が

強
化
さ
れ
て
い
る
。
4
の
「
鉄
炮
之
大
事
」
は
、
「
金
胎
両
部
」
の
密
教
思

想

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
権
威
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
末
世
の
世
と
な
り
子

が
親
を
殺
し
親
が
子
を
殺
し
悉
く
鎮
ま
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
」
こ
う
し
た
末
世
の
世
界
を

鎮
め

る
の
が
鉄
炮
の
役
割
で
あ
り
、
「
日
本
大
千
世
界
の
弓
矢
を
納
め
る
」
た
め
に

伝
来
し
た
と
正
統
化
す
る
。
と
り
わ
け
「
鉄
炮
に
当
た
る
物
は
人
間
に
よ
ら
ず
鳥

類
・
畜
類
ま
で
も
皆
悉
く
仏
果
に
至
り
即
身
即
仏
疑
い
あ
る
ま
じ
」
と
説
く
。
鉄
炮

に
よ
る
殺
害
の
正
当
化
の
論
理
が
仏
教
の
教
理
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。
中
世
仏
教
に

お
い
て
、
殺
生
を
正
統
化
す
る
教
理
は
、
大
慈
悲
を
起
こ
し
て
極
悪
人
を
殺
す
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

地
上
の
菩
薩
の
所
行
と
さ
れ
、
命
の
軽
重
も
浬
葉
経
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
て
い
た
。

鉄
炮

に
よ
る
殺
人
や
狩
猟
が
仏
教
的
ア
ジ
ア
世
界
観
と
密
教
思
想
に
よ
っ
て
正
統
化

さ
れ
る
の
は
、
文
禄
年
間
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
興
味
深
い
。

　
「
鉄
炮
奥
の
大
事
」
も
、
鉄
砲
は
天
竺
・
唐
の
「
無
意
志
」
に
よ
る
作
で
「
金
剛

界
、
胎
蔵
界
の
金
に
て
彼
鉄
炮
を
作
た
て
へ
し
」
、
「
人
作
に
あ
ら
ず
悉
く
仏
の
し
る

し
給
ひ
け
り
」
と
し
、
「
そ
の
功
力
に
よ
り
て
已
に
阿
鼻
無
間
地
獄
の
苦
を
逃
れ
率

内
院
に
成
仏
疑
い
な
し
」
と
殺
人
・
殺
生
を
正
統
化
す
る
教
え
を
説
く
。
鉄
炮
と
い

う
技
術
が
無
人
格
で
あ
る
こ
と
を
中
世
人
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鉄
炮
の
放

36



井原今朝男［中近世移行期の『鉄炮之大事』・『南蛮流秘伝一流」にみる技術と呪術］

ち
手
に
対
し
て
は
「
鉄
炮
を
手
に
と
り
、
生
有
る
物
を
撃
つ
時
は
、
此
経
を
読
む
べ

し
」
と
す
る
。
い
ま
や
鉄
炮
の
伝
書
は
、
火
薬
調
合
や
技
法
よ
り
も
、
仏
教
に
よ
る

殺
人
・
殺
生
を
正
統
化
す
る
論
理
を
教
え
る
経
典
に
比
重
を
増
し
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
文
禄
二
年
の
文
書
群
は
、
薩
摩
国
人
で
商
人
で
あ
っ
た
岸
和
田
な
る
人
物
が
鍛

錬
し
て
岸
和
田
流
を
は
じ
め
た
と
い
う
言
説
を
も
っ
て
い
る
。
商
人
が
鉄
炮
の
技
術

の
伝
達
者
と
し
て
評
価
さ
れ
、
言
説
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
軍
家
・
上

杉
謙
信
へ
の
鉄
炮
と
火
薬
調
合
法
の
伝
達
が
、
公
方
御
蔵
の
籾
井
氏
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た

こ
と
と
対
応
し
て
お
り
、
中
世
商
人
の
軍
事
的
性
格
を
物
語
っ
て
お
り
、
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
（
4
）
　
祭
文
・
作
法
書
の
重
視
ー
調
合
次
第
の
退
化

　
文
禄
か
ら
慶
長
年
間
に
な
る
と
さ
ら
に
呪
術
化
・
経
典
化
が
進
展
す
る
。
文
禄
五

年
の
人
形
祭
文
と
慶
長
十
年
不
動
祭
文
で
は
、
梵
字
が
登
場
し
呪
術
の
呪
文
と
化
す
。

も
は
や
鉄
炮
之
大
事
は
技
術
や
技
法
の
伝
授
よ
り
も
、
呪
文
や
呪
法
の
伝
授
の
性
格

を
強
め
て
い
る
。

　
元
和
元
年
の
伝
書
は
、
大
半
が
作
法
書
で
あ
り
、
調
合
次
第
は
わ
ず
か
に
四
行
に

す
ぎ
ず
、
二
種
類
の
火
薬
調
合
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
一
巻
の
書
の
中
に
、
作
法
書

と
技
術
書
の
両
者
を
合
理
的
に
混
在
さ
せ
る
ま
で
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か

る
。
慶
長
十
年
守
田
山
別
当
の
不
動
祭
文
は
長
文
に
な
り
、
鉄
炮
伝
書
の
技
術
的

側
面
は
き
わ
め
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
は
、
中
世
の
技
術
は
呪
術
性
が
強
く
、
時
代
が
進

ん

で
近
世
に
な
る
に
つ
れ
て
呪
術
性
は
希
薄
に
な
り
、
技
術
重
視
の
思
想
が
強
ま
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
か
ら
、
歴
史
の
実
態
は
も
っ
と
ジ
ク

ザ

ク
な
過
程
で
、
戦
国
期
は
鉄
炮
そ
の
も
の
と
セ
ッ
ト
で
火
薬
調
合
法
が
技
術
と
し

て

伝
授

さ
れ
る
が
ゆ
え
に
技
術
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
近
世
初
期
の
伝
書
ほ
ど
呪

術
的
性
格
が
強
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
え
る
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
中
世
後
期
の
戦
国
期
に
鉄
砲
は
実
際
の
戦
争
の
た
め
の
軍
事
技

術
・
軍
事
科
学
で
あ
り
、
殺
人
兵
器
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
鉄
炮
之
大
事
も
火
薬
調

合
や
放
手
の
姿
勢
や
技
法
な
ど
技
術
的
性
格
を
濃
厚
に
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
文
禄
・
慶
長
・
元
和
年
間
と
時
代
が
進
み
、
戦
争
技
術
と
し
て
の
鉄
炮
の

非
実
践
性
が
強
ま
る
と
、
む
し
ろ
狩
猟
技
術
化
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

殺
人

と
と
も
に
鳥
類
・
畜
類
の
殺
生
技
術
と
な
り
、
む
し
ろ
殺
人
・
殺
生
を
正
統
化

す
る
呪
術
・
呪
法
を
伝
授
す
る
作
法
書
と
し
て
の
性
格
を
強
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
今
回
紹
介
し
た
『
鉄
炮
之
大
事
』
が
守
田
神
社
と
い
う
修
験

者
の
神
官
の
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
う
し
た
性
格
を
よ
り
強
固
に

も
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
大
名
家
の
炮
術
師
が
伝
え
た
炮
術
秘
伝
書

と
の
違
い
と
も
い
え
よ
う
。
な
お
、
宇
田
川
に
よ
れ
ば
、
炮
術
史
の
観
点
か
ら
み
る

と
、
狩
猟
技
術
か
ら
軍
用
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
修
験
者
に

伝
来
し
た
鉄
炮
之
大
事
の
世
界
は
、
炮
術
史
の
世
界
と
異
な
っ
た
道
を
歩
ん
だ
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
点
を
含
め
て
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
見
守
り
た
い
。
た
だ
、
技

術
が

軍
事
技
術
と
し
て
の
実
践
性
を
喪
失
す
る
に
つ
れ
て
、
呪
術
性
・
神
秘
性
を
強

化
す
る
と
い
う
技
術
と
呪
術
の
逆
転
現
象
は
中
近
世
移
行
期
の
基
本
的
な
流
れ
と
い

え
よ
う
。
民
俗
学
の
世
界
で
も
イ
ザ
ナ
ギ
流
な
ど
に
鉄
炮
の
伝
書
が
伝
来
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
、
き
わ
め
て
呪
術
的
性
格
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
世
社
会
に
お
け

る
技
術
と
呪
術
の
相
関
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
お
そ
ら
く
、
中
世

社
会
よ
り
も
呪
術
性
が
強
化
さ
れ
て
い
る
側
面
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推

測
が
な
り
た
つ
が
、
そ
の
点
を
含
め
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
考
察

1

守
田
神
社
所
蔵
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
特
質

　

（
1
）
　
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
内
容

「南
蛮
流
秘
伝
一
流
」
の
内
容
は
、
南
蛮
流
炮
術
・
南
蛮
筒
の
伝
書
で
は
な
く
、
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医
薬
の
膏
薬
製
造
法
と
投
薬
方
法
、
手
術
法
な
ど
を
具
体
的
に
記
述
し
た
医
薬
書
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
「
タ
マ
、
矢
ノ
ネ
、
ヌ
キ
薬
」
と
か
＝
ツ
キ
疵
、

矢
疵
」
に
つ
い
て
の
医
療
技
術
や
投
薬
法
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。
「
タ
マ
」

は
鉄
砲
玉
、
「
矢
ノ
ネ
」
1
1
矢
疵
、
「
ツ
キ
疵
」
1
1
槍
疵
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
戦
国

争
乱
で
の
戦
死
者
・
戦
傷
者
の
治
療
技
術
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
医
療
・
投
薬
法
と
い
う
医
療
技
術
が
鉄
炮
之
大
事
の
一
環

と
し
て
民
間
に
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
的
必
要
性
か
ら
み
て
も
整

合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉄
炮
の
技
術
は
、
火
薬
の
調
合
か
ら
化
学
的
知

識

を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
治
療
法
と
し
て
医
療
技
術
や
投
薬
の
薬
学
的
知
識
と
一
体

化

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
鉄
炮
之
大
事
』
と
『
南
蛮
流
秘
伝
一

流
』
と
が
セ
ッ
ト
で
民
間
に
流
布
し
普
及
し
て
い
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
の
第
二
の
特
質
は
、
疵
の
治
療
法
と
し
て
、
縫
合
術
や
手
術
法
を
記
載
し
、

日
本
に
お
け
る
戦
国
期
の
外
科
手
術
法
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
一
キ
ズ
ツ
ク
ロ
イ
申
候
ヲ
リ
、
目
マ
ワ
ス
カ
亦
チ
（
血
）
ナ
ド
ハ
シ
リ
気
ワ
ル
ク

（悪
）
ワ
、
ア
ラ
キ
ノ
ネ
（
根
）
ヲ
コ
ニ
シ
テ
、
ツ
子
ノ
薬
一
ブ
リ
ホ
ト
、
ノ
マ
（
飲
）

セ

テ

吉
也
」
と
は
、
疵
を
縫
う
外
科
手
術
に
伴
な
う
対
処
療
法
と
み
て
ま
ち
が
い
な

い
。

「
三

ツ
、
口
、
ツ
ク
ロ
井
、
ヤ
ウ
ノ
事
、
一
先
両
ノ
ワ
キ
少
ツ
ツ
、
キ
リ
テ
、
三
所

ヌ
ウ
（
縫
）
テ
其
上
二
、
井
カ
ニ
モ
、
フ
ル
キ
布
、
シ
ホ
ケ
（
塩
気
）
ノ
ナ
キ
ヲ
、

ク
チ
ノ
、
バ
バ
、
タ
ケ
ニ
少
、
ヒ
ロ
ク
、
キ
ツ
テ
薬
ア
フ
ラ
、
ヲ
、
付
少
サ
マ
シ
、

ヌ
ウ
タ
ル
上
ニ
ニ
ヘ
ン
、
キ
セ
、
其
上
二
、
マ
タ
、
ヨ
キ
、
サ
ケ
ヲ
、
ア
タ
タ
（
温
）

メ
シ
ラ
、
ヌ
ノ
（
白
布
）
、
二
、
シ
メ
シ
（
湿
）
、
一
ヘ
ン
、
キ
セ
、
其
上
二
亦
タ
マ

コ

（卵
）
ヲ
、
ワ
リ
、
白
キ
所
バ
カ
リ
ヲ
、
サ
ラ
（
皿
）
二
、
ウ
ツ
シ
、
カ
ミ
（
紙
）

ニ

テ
、
シ
メ
シ
、
一
ヘ
ン
、
キ
セ
ル
也
、
合
シ
テ
、
サ
カ
シ
ヲ
、
カ
ミ
ヲ
、
ヲ
ク

也
」　

こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
、
外
科
手
術
に
よ
る
縫
合
法
の
叙
述
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
中

近
世
移
行
期
に
民
間
に
す
で
に
治
療
法
と
し
て
手
術
法
や
縫
合
術
な
ど
外
科
手
術
法

が
存
在
・
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
近
世
移
行
期
に
お

け
る
科
学
史
の
到
達
点
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
象
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
い
つ
れ
も
「
膏
薬
」
の
調
合
次
第
を
記
載
し
て
お
り
、
そ
の
投

薬
法
が
、
膏
薬
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
イ
エ
薬
」
や
「
ヨ
ウ
ノ
薬
」

な
ど
は
「
ハ
コ
ベ
の
汁
に
て
、
シ
ャ
ク
ロ
ク
を
四
色
と
も
こ
ね
、
梅
酢
に
て
ま
ぶ
し

て

三
色
等
分
に
し
て
付
也
」
と
あ
る
よ
う
に
膏
薬
に
し
て
い
る
。
「
エ
リ
エ
ン
テ
ク

ロ

カ
ウ
ヤ
ク
」
は
、
名
前
自
体
が
カ
ウ
ヤ
ク
ー
－
膏
薬
で
あ
る
。

　
そ
の
材
料
に
は
、
「
ヤ
サ
ン
ホ
ウ
ノ
汁
」
に
「
タ
バ
コ
」
と
あ
り
、
あ
き
ら
か
に

こ
の
時
期
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
タ
バ
コ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
ク
ル
カ
シ
ヨ
」
に
は
「
マ
ツ
ヤ
ニ
ノ
コ
ト
」
と
あ
り
、
松
脂
が
「
ク
リ
カ
シ
ヨ
」

と
新
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
ヤ
シ
オ
ノ
ア
ブ
ラ
」
は
ヤ
シ
油
の
こ
と
で
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
医
学
で
は
ヤ
シ
油
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
と
す
る
説
と
一
致
す
る
。
「
氷
砂
糖
」

「黒
砂
糖
」
「
コ
セ
ウ
」
1
1
胡
椒
、
丁
子
、
乳
香
n
「
ニ
ウ
カ
ウ
」
、
「
ア
イ
ロ
ン
」
、
「
カ

ス

カ
ラ
」
な
ど
も
こ
の
時
期
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
も
の
で
あ

る
。　

第
四
の
特
徴
は
、
小
便
の
利
用
な
ど
呪
術
信
仰
的
性
格
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
小
ヌ
キ
薬
は
、
明
饗
と
ヒ
サ
ウ
石
と
「
小
ベ
ン
ノ
タ
マ
リ
」
を
混
ぜ
る
。
「
カ

マ

キ
リ
虫
」
「
チ
ク
モ
ノ
腸
」
な
ど
が
製
薬
材
料
と
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
膏
薬

の

製
造
法
之
中
に
「
カ
モ
ノ
チ
」
「
コ
ウ
モ
リ
ノ
チ
」
1
1
鴨
や
編
幅
の
血
で
、
粉
を

練

る
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
「
ネ
ズ
ミ
ノ
フ
ン
」
「
ケ
ラ
」
の
黒
焼
き
な
ど
が
製
薬
材
料

と
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
科
学
的
根
拠
を
も
つ
も
の
か
は
今
後
の
研

究
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
全
体
的
に
呪
術
的
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な

か

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
に
お
い
て
も
科
学
と
呪
術
の
両
面

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
製
薬
術
を
も
っ
て
い
た
近
世
修
験
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

が
小
便
を
製
薬
材
に
も
ち
い
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ

ら
に
よ
る
と
、
安
政
年
間
の
修
験
山
伏
の
三
浦
命
助
は
人
や
馬
の
治
療
に
従
事
し
、

製
薬
の
た
め
に
修
行
と
食
事
制
限
を
し
、
人
参
や
牛
募
・
大
根
・
山
芋
・
ゆ
り
・
に
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ん

に
く
な
ど
を
白
湯
で
煮
て
食
べ
、
小
便
を
と
っ
て
小
麦
粉
に
混
ぜ
て
仙
水
丸
を
つ

く
っ
て
い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
近
世
後
期
の
修
験
者
の
製
薬
法
は
、
天
正
・
元
和

年
間
の
南
蛮
流
医
書
の
技
術
と
呪
術
の
混
在
と
い
う
性
格
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
解
明
の
う
え
で
も
、
こ
の
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
は
、
近
世
の
修
験
道

に
お
け
る
製
薬
術
と
の
比
較
検
討
の
素
材
と
し
て
も
意
義
が
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2
　
南
蛮
流
医
書
の
研
究
課
題

　
　
　
（
1
）
　
中
近
世
移
行
期
の
「
南
蛮
流
医
書
」
研
究
の
現
状

　

南
蛮
流
医
書
に
つ
い
て
の
旧
説
の
到
達
点
に
よ
る
と
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）

ル

イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
豊
後
府
内
で
内
科
院
と
外
科
院
の
救
済
院
を
建
て
ポ

ル

ト
ガ
ル
の
南
蛮
流
外
科
医
術
を
導
入
し
た
こ
と
、
信
長
が
永
禄
十
二
年
京
都
に
南

蛮
寺
を
建
て
、
そ
の
医
術
が
弟
子
ら
に
よ
っ
て
日
本
人
に
よ
る
南
蛮
流
医
術
が
お
き

た
こ
と
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
ー
ラ
（
一
五
八
〇
～
一

六
五

〇
）
が
棄
教
し
て
帰
化
し
た
沢
野
忠
庵
が
「
南
蛮
流
外
科
書
」
を
作
成
し
そ
の

写
本
が
京
都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
弟
子
半
田
順
庵
・
吉
田
自
休
の

吉
田
流
、
西
吉
兵
衛
の
西
流
、
ル
ソ
ン
で
医
学
を
学
ん
だ
栗
崎
道
喜
の
栗
崎
流
、
元

和
五
年
（
一
六
一
九
）
刊
行
の
山
本
玄
仙
「
万
外
集
要
」
な
ど
が
流
布
し
た
こ
と
等

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
南
蛮
流
医
学
と
阿
蘭
陀
医
学
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
海
老
沢
有
道
に
よ
る
と
、

南
蛮
流
外
科
医
書
は
、
短
期
に
阿
蘭
陀
外
科
医
書
に
と
っ
て
か
わ
り
、
「
阿
蘭
陀
外

科
医
方
秘
伝
」
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
慶
応
大
学
・
九
州
大
学
・
京
都
大
学
）
「
阿
蘭

陀
加
須
波
留
秘
」
（
千
葉
大
学
）
や
元
禄
六
年
（
一
六
九
六
）
刊
「
阿
蘭
陀
外
科
指

南
」
な
ど
が
普
及
し
た
こ
と
。
「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
は
、
沢
野
忠
庵
の
南
蛮
流
外

科
の
文
書
を
も
と
に
し
て
お
り
、
江
戸
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
政
策
に
配
慮
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た
め
、
南
蛮
と
い
う
用
語
を
避
け
阿
蘭
陀
の
用
語
を
用
い
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ

れ

て
、
両
者
の
交
流
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
通
説
に
対
し
て
、
服
部
敏
良
に
よ
っ
て
批
判
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
府
内
病
院
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
建
て
ら
れ
た
も

の

で
、
そ
の
医
術
を
受
け
継
ぐ
者
な
く
自
然
消
滅
し
た
と
す
る
。
第
二
に
、
永
正
年

間
に
は
矢
尻
な
ど
金
瘡
に
対
し
て
気
付
薬
と
疵
洗
浄
・
癒
薬
・
血
止
め
薬
な
ど
の
金

瘡
医
術
が
日
本
独
自
に
発
達
し
、
長
享
元
年
「
金
瘡
療
治
秘
伝
抄
」
や
鷹
取
秀
次
の

天
正
九
年
「
外
療
新
明
集
」
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
日
本
独
自
の
金
瘡

医
は
、
槍
傷
や
矢
傷
な
ど
戦
傷
者
の
医
療
に
際
し
て
、
弾
丸
摘
出
手
術
や
膏
薬
の
塗

布
に
よ
る
治
療
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
療
法
と
大
き
な
差
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
第
三
に
、
わ
が
国
に
南
蛮
流
医
学
が
伝

え
ら
れ
た
の
は
外
人
医
師
や
帰
国
し
た
日
本
人
医
師
に
よ
っ
て
江
戸
初
期
で
、
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

リ
ラ
・
沢
野
忠
庵
以
降
で
西
洋
医
学
を
さ
す
こ
と
な
ど
の
新
説
を
提
起
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
薬
学
史
の
分
野
で
は
、
鉄
砲
の
伝
来
と
と
も
に
タ
バ
コ
が
伝
来
し
医

薬
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア
ラ
キ
酒
（
ブ
ラ
ン
デ
ー
）

が
南
蛮
流
医
師
に
薬
用
や
傷
口
の
洗
浄
に
も
ち
い
ら
れ
、
傷
ロ
を
縫
合
し
た
あ
と
は

ヤ

シ
油
で
練
っ
た
軟
膏
・
膏
薬
が
よ
く
つ
か
わ
れ
た
こ
と
。
近
代
外
科
化
学
の
父
と

さ
れ
る
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
著
書
『
火
縄
銃
そ
の
他
の
創
傷
の
治
療
法
』
は
一

五

四
五
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
挿
絵
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
楢
林
鎮
山

「紅
夷
外
科
宗
伝
」
に
写
し
取
ら
れ
お
り
、
ア
ル
メ
イ
ダ
を
通
じ
て
日
本
に
伝
わ
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
日
本
人
の
弟
子
と
し
て
キ
ヨ
ゼ
ン
や
ミ
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ル
・

内
田
ト
メ
ー
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
南
蛮
流
医
学
が
広
が
っ
た
と
す
る
。

　
ア

ル

メ
イ
ダ
の
外
科
手
術
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
銃
創
の
治
療
で
あ
り
、
こ
の
南

蛮
流
と
い
わ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
と
と
も
に
姿
を
消
し
、

オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
紅
毛
流
医
学
に
と
り
こ
ま
れ
、
紅
毛
外
科
カ
ス
パ
ル
流
外
科
が
登

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

場
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
継
承
者
と
し
て
日
本
人
医
師
が

特
定
さ
れ
て
お
り
、
服
部
説
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
南
蛮
流
医
書
に
お
い
て
膏
薬
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
再
確
認
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
宇
田
川
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
に

39



国立歴史民俗博物館研究報告

　第121集2005年3月

記
載

さ
れ
た
軟
膏
で
つ
ぎ
の
も
の
は
あ
き
ら
か
に
南
蛮
流
の
基
本
軟
膏
と
一
致
す
る

と
い
う
。

エ
グ

デ
ン

テ

エ

グ
デ
ン
テ

エ
グ

デ

ン
テ

エ
グ

デ
ン

テ

エ
グ
デ
ン
テ

ブ

ラ
ン
コ

バ
ル
ト

ア
マ
リ
ヨ

ク
ロ

コ

ロ

ラ
ン
ト

＜
⇒
σ
q
已
g
8
巳
d
〔
き
8

＜
°
＜
①
巳
而

〉
°
〉
日
O
「
⑦
已
○

＜
宕
①
σ
q
目

く
°
O
O
『
口
①
●
O

赤黒黄青白
膏膏膏膏膏

　

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
も
、
こ
の
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
が
当
時
の
南
蛮
流
医
書
の

影
響
下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　
　

（
2
）
　
今
後
の
研
究
課
題

　

こ
う
し
た
研
究
史
を
み
る
と
、
天
正
か
ら
元
和
年
間
に
か
け
て
、
日
本
に
お
け
る

銃
創
の
治
療
法
と
し
て
膏
薬
の
利
用
や
潟
血
・
血
止
め
・
洗
浄
・
縫
合
手
術
が
独
自

に
発
達
し
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
膏
薬
の
重
視
は
、

日
本
独
自
に
発
達
し
た
金
瘡
医
に
よ
る
も
の
と
す
る
服
部
敏
良
説
と
、
南
蛮
流
医
に

よ
る
と
す
る
山
崎
幹
夫
説
が
対
立
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
南
蛮
流
医
学
は
江
戸
初

期
沢
野
忠
庵
以
降
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
一
緒
に
発
達
し
た
と
す
る
服
部
説
と
、
南
蛮

流
医
学
は
、
江
戸
初
期
の
紅
毛
流
医
学
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
先
行
し
て
ポ
ル
ト

ガ

ル
人

に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
ア
ル
メ
イ
ダ
の
役
割
を
高
く
評
価
す
る
見
解
と
が

対
立

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
戦
国
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て

の

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
医
学
の
状
況
を
も
の
が
た
る
史
料
発
掘
と
研
究
を
蓄
積

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
現
在
知
ら
れ
て
い
る
南
蛮
流
医
書
は
、
「
南
蛮
一
流
外
科
秘
書
」
（
京
都
大
学
富
士

川
文
庫
）
、
「
南
蛮
一
流
ケ
キ
ヤ
ウ
金
瘡
」
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
）
が
知
ら
れ
る
の

み

で
、
薬
学
に
「
南
蛮
一
流
之
能
毒
」
（
東
京
大
学
）
が
、
『
日
本
国
書
総
目
録
』
に

記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
守
田
神
社
所
蔵
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
は
、
京
大
・
東
北
・

東
大
所
蔵
の
南
蛮
流
医
書
と
一
連
の
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
も
、
在
地

の

山
間
地
の
修
験
者
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
点
で
も
、
中
近
世
移

行
期
の
南
蛮
流
医
学
が
民
間
の
修
験
者
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
膏
薬
の
重
視
や
金
瘡
医
学
に
つ
い
て
、
再

度
「
南
蛮
流
秘
伝
一
流
」
を
み
て
み
れ
ば
、
南
蛮
流
と
い
い
な
が
ら
、
針
治
療
や
灸

法
を
併
用
し
て
お
り
、
日
本
の
室
町
期
の
金
瘡
医
学
と
の
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。

「チ

ヲ
ト
リ
テ
用
入
薬
」
な
ど
と
潟
血
法
と
の
併
用
を
す
す
め
て
い
る
し
、
「
天
目
」

「
カ
ワ
ラ
ケ
」
「
サ
カ
ズ
キ
」
に
よ
る
煎
じ
薬
の
製
法
な
ど
、
日
本
中
世
の
伝
統
治
療

法
が
混
在
し
て
い
る
。

　
『
南
蛮
流
秘
伝
一
流
』
の
「
キ
ズ
、
ヌ
イ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
」
で
は
、
「
ア
イ
ロ
ン
ヲ
カ

ケ
、
チ
ヲ
ト
ム
ル
」
と
い
う
よ
う
に
ア
イ
ロ
ン
に
よ
る
止
血
法
を
の
べ
、
「
コ
ブ
ワ

リ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
」
で
は
、
「
ヤ
キ
カ
ネ
」
の
使
用
法
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
医
学
と
室
町
時
代
の
日
本
古
来
の
金
瘡
医
と
が
同
居
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
「
キ
ン
サ
ウ
モ
、
シ
ュ
モ
ツ
モ
、
同
前
也
」
と
の
記
述
は
「
金
瘡

も
腫
物
も
同
前
也
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
室
町
時
代
の
日
本

独
自
の
金
瘡
医
の
技
法
が
、
こ
の
「
南
蛮
流
秘
伝
一
流
」
の
中
に
混
在
し
て
い
た
と

い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
拙
著
の
「
中
世
社
会
の
養
生
観
・
死
生
観
」
で
も
仏
教
と
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

術
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
室
町
期
以
来
の
金
傷
医
の
医
術
が
仏
教
思
想
と

結
合

し
て
ど
の
よ
う
に
中
世
的
展
開
を
み
せ
て
い
た
か
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
南
蛮
流
医
学
と
は
、
単
純
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
の
伝
授
と
は

い

え
ず
、
日
本
で
独
自
に
形
成
さ
れ
て
き
た
室
町
時
代
の
金
瘡
医
学
を
組
み
込
ん
で

い

た
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
が
混
在
し
た
も
の
と
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
資
料
と
パ
レ
『
火
縄
銃
そ
の
他
の
創
傷
の
治
療
法
』
と
の

関
係
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
の
独
自
性
と
い
う
内
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
後
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［中近世移行期の「鉄炮之大事』・「南蛮流秘伝一流』にみる技術と呪術］…　井原今朝男

の

研
究
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
共
同
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

註（
1
）
　
勝
俣
鎮
夫
『
戦
国
時
代
論
』
岩
波
書
店
一
九
九
六
・
桜
井
英
治
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』

　
　
岩
波
書
店
一
九
九
三

（
2
）
　
平
雅
行
「
鎌
倉
仏
教
論
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
　
第
8
巻
中
世
2
』
　
一
九
九
四
）

（
3
）
　
拙
論
「
中
世
の
呪
術
と
神
仏
崇
拝
」
「
中
世
民
衆
の
呪
誼
・
神
罰
と
の
闘
い
」
（
『
中
世
寺
院

　
　
と
民
衆
』
臨
川
書
店
二
〇
〇
四
）

（
4
）
　
『
長
野
市
誌
』
「
旧
市
町
村
編
」
「
原
始
古
代
中
世
編
」
長
野
市
一
九
九
七
・
二
〇
〇
〇
）

（
5
）
　
拙
論
「
戦
国
・
織
豊
期
の
乙
名
衆
と
海
運
・
鉱
山
・
地
方
経
営
」
『
中
世
の
い
く
さ
・
祭
り
・

　
　
外
国
と
の
交
わ
り
』
校
倉
書
房
一
九
九
九
）

（
6
）
宇
田
川
武
久
『
鉄
砲
と
戦
国
合
戦
』
（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
、
一
六
頁
）

（
7
）
　
江
戸
初
期
の
炮
術
秘
伝
書
に
つ
い
て
は
、
宇
田
川
武
久
『
江
戸
の
炮
術
』
（
東
洋
書
林
二
〇

　
　
〇
〇
　
一
九
頁
）
等
参
照
。

（
8
）
　
宇
田
川
武
久
『
鉄
炮
と
石
火
矢
』
（
日
本
の
美
術
三
九
〇
・
至
文
堂
　
七
二
頁
）

（
9
）
　
宇
田
川
武
久
『
前
掲
（
8
）
書
』
七
一
頁
。

（
1
0
）
　
塚
本
学
「
農
具
と
し
て
の
鉄
砲
」
「
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
』
（
平
凡
社
選
書
↓
九
八
三
）

（
1
1
）
　
永
原
慶
二
『
戦
国
時
代
ー
1
6
世
紀
日
本
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
』
上
、
小
学
館
、
二
〇
〇

　
　
〇
、
一
一
八
頁
）

（
1
2
）
　
拙
論
「
中
世
後
期
に
お
け
る
債
務
と
経
済
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
八
七
、
二
〇
〇
三
）

（
1
3
）
　
「
広
疑
瑞
決
集
」
（
拙
著
『
中
世
寺
院
と
民
衆
』
二
五
九
頁
）
。
な
お
、
中
世
仏
教
が
殺
人
を

　
　
ど
の
よ
う
に
正
統
化
し
て
い
た
か
は
、
経
典
解
釈
の
上
で
も
未
解
明
な
部
分
が
多
く
研
究
課

　
　
題
は
多
い
。

（
1
4
）
　
松
尾
恒
一
「
小
松
豊
孝
太
夫
記
　
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
祷
資
料
（
一
）
（
二
）
（
三
と
（
『
儀
礼

　
　
文
化
』
三
一
・
三
二
・
三
三
、
二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
三
）
、
同
「
職
能
者
の
技
術
と
呪
術
」
増

　
　
尾
伸
一
郎
ほ
か
編
『
環
境
と
心
性
の
文
化
史
　
下
巻
』
（
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（
1
5
）
　
森
毅
「
修
験
山
伏
の
世
界
と
三
浦
命
助
」
（
『
法
制
史
研
究
』
二
四
、
一
九
七
四
）
、
深
谷
克

　
　
己
『
南
部
百
姓
命
助
の
生
涯
』
（
朝
日
新
聞
］
九
八
三
）

（
1
6
）
　
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
薬
学
史
　
第
一
巻
』
（
増
訂
復
刻
版
　
一
九
七
八
　
井
上
書

　
　
店
）

（
1
7
）
　
海
老
沢
有
道
『
南
蛮
学
統
の
研
究
』
（
増
補
版
　
創
文
社
　
一
九
七
八
）

（
1
8
）
　
服
部
敏
良
『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
一
）
。

（
1
9
）
　
山
崎
幹
夫
『
薬
と
日
本
人
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
）

（
2
0
）
　
束
野
利
夫
「
南
蛮
医
ア
ル
メ
イ
ダ
ー
戦
国
日
本
を
生
き
ぬ
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
』
（
柏
書
房

　
　
　
一
九
九
三
）
。

（
2
1
）
　
遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
「
室
町
～
江
戸
時
代
初
期
の
金
瘡
書
・
南
蛮
流
膏
薬
書
『
春
林
軒

　
　
膏
方
便
覧
』
に
見
ら
れ
る
軟
膏
の
色
（
抄
と
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
九
ー
一
、
二
〇
〇
三
）
、

（
2
2
）
　
前
掲
註
（
3
）
拙
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

　
　
　
　
　
　

（二
〇

〇

四
年
五
月
一
二
日
受
理
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
一
日
審
査
終
了
）
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Technology　and　Magic　as　Seen　in　the‘『reppo　no　Daiji”alld‘‘Nanball

School　Book　of　Secrets”丘om　tlle　Period　of　Transition　in　tlle　Middle　of　the

Ear旬Modem　Pe亘od

IHARA　Kesao

This　paper　introduces　a　new　historical　document　called　the“Teppo　no　Daiji”（“Gun　Manual”）

newly　discovered　in　a　collection　at　Morita　Shrine　in　Nagano　City　together　with　historical　documents

entitled“Nanban－ryu　Hiden　Ichiryu”（“Nanban　School　Book　of　Secrets”）．It　also　investigates　the

correla60n　between　techniques　and　magic　during　the　Middle　Ages．

　　　First，“Teppo　no　Daiji”is　a　collection　of　a　total　of　15　documents　dating　from　1591，1594，1596，

1605and　1615．　It　dates　from　virtually　the　same　period　as　material　on　blending　gunpowder　dating

from　the　late　1550s　through　to　the　early　1590s　that　had　until　now　been　considered　the　oldest　of　its

ldnd．　As　materials　that　show　the　changes　that　occurred　during　the　time　leading　up　to　the　period　of

transition　at　the　beginning　of　the　Edo　period（from　mid　1590s　to　early　1620s）they　are　indeed　rare

materials．　What　is　more，　as　historical　materials　that　are　older　than　a　book　of　secrets　on　the　art　of

gulls　written　by　a　gunsmith　who　was　contracted　to　a　feudal　lord　that　had　been㎞own　about　earlier，

they　are　the　oldest　and　first　writings　on　the　art　of　guns　by　practitioners　who　bequeathed　them　to　a

temple　or　shrine　situated　on　private　land，

　　　Second，“Nanban－ryu　Hiden　Ichiryu”was　bequeathed　with“Teppo　no　Daiji”as　a　set，　and　in－

stead　of　being　a　record　of　the　art　of　guns　according　to　the　Nanban　school，　it　contains　details　of

methods　for　treating　soldiers　inlured　in　batde．　It　tums　out　that　w亘tings　on　gun　techniques　and

medicine　were　handed　down　and　disseminated　as　a　set．　Stitching　techniques　and　surgical　methods

are　given　as　methods　for　treating　injuries．　In　addition　to　details　of　Portuguese　medicine，　there　are

strong　elements　of　the　method　for　treating　wounds　caused　by　swords　that　was　developed　independ－

enUy　in　Japan　during　the　Muromachi　period，　suggesting　a　mi迦g　of　these　two　types　of　medicine．

　　　Third，　the　transmission　of　t㏄hnical　and　chemical㎞owledge　on　such　things　as　blending　gun－

powder　and　maldng　ointment　from　the“Teppo　no　Daiji”and“Nanban－ryu　Hiden　Ichiryu”is　mysti－

cized　and　ritualized　by　the　use　of　magic　and　ritual　so　that　it　also　possesses　a　magical　dimension．

There　is　an　abundance　of　technical　elements　in　the　materials　dating　from　the　Tensho　and　Bunroku

periods　of　the　mid　1570s　through　the　mid　1590s　that　are　closer　in　time　to　the　Sengoku　period　when

practical　fighting　methods　were　adopted．　They　also　reveal　a　reverse　phenomenon　in　that　in　the

documents　dating　from　the　Keicho　and　Genna　periods　at　the　end　of　the　16th　century　and　beginning
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of　the　17th　century　when　early　modem　society　was　developing　in　Japan，　there　is　a　stronger　magical

element．
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